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序

郷土か日毎に発展していくのは誠に喜ばしいこ

とです。現在の発展か、先人の努力が積み菫ねら

れた歴史の上に成り立っていることは言うまでも

ありません。先人か残した文化財には、様々な形

で郷土の歴史か刻まれておりますか、埋蔵文化財

も例外ではありません。地中に埋もれているだけ

に、むしろ発掘調在には意外な発見が多いもので

す。

深谷郵便局の移転新庁舎建設に伴い、関東郵政

局の委託により実施した、深谷町遺跡の発掘調査

も思いかけない発見の連続でした。当初全く予想

されなかった、縄文時代、古墳時代の貰重な遺物

か豊富に埋蔵された低湿地遺跡であることが確認

され、大きな成果を挙げることかできました。本

書はその調査結果をまとめた報告書です。困難な

状況の下での調査でしたので、決して充分な内容

とは申せませんが、教育、学術の分野や、文化財

保護思想の普及啓蒙などに、少しでも御活用いた

だければ幸甚に存じます。

深谷町遺跡発掘調査の賞重な成果は、関東郵政

局の御厚意の賜物です。特に建築部管理課長松本

享氏、調整官平岡勇氏には、多大な御尽力をいた

だきました。誠に感謝に絶えません。

また、調査員を快く御承引いただいた小川望氏

と坂本行弘氏、調在に終始御協力くださった池田

建設株式会社のみなさま、厳寒のしかも地下水が

湧出するという悪条件の下で調査に参加されたみ

なさま、御教ポ、御助言を賜わった関係者のみな

さまに、心から厚くお礼を申し上げて序といたし

ます。

昭和60年 3月

深谷市教育委員会

教 育 長 烏 塚 恵 和 男



例ロ

1 . 本青は、深谷郵便局建設工事に伴う、埼玉県深谷市深谷町 360番地他所在遺跡の発掘調査報告

書である。造跡名は深谷町遺跡とした。

2. 発掘調企は、関東郵政局より深谷市教育委貝会か委託を受け、昭和57年度から59年度にわたる

3ヶ年度事業として実施した。現地発掘調在は昭和57年12月7日から 58年 1月14日まで行った。

3. 調査経費は、発掘調査原因者である関東郵政局か負担した。

1-現地発掘調査中の写真撮影は小川望、坂本行弘、澤出兄越か行い、遺物の写具撮影は澤出兄越

か行った。なお、木製杓子の写真撮影は井上肇氏にお顧いした。

5 . 遺構・遺物の実測及び実測図のトレース、拓本等は調令参加者全貝で行った。なお、遣構等の

垂直図版における実測レベルは標励33.6mであり、遺構の説明における数値は確認面においての

ものである。また、挿図中の方位は座標北を示している。

6. 煽文時代の赤彩土器及び赤彩漆器の顔料は、宮内庁正倉院事務所成瀬正和氏に分析していただ

き、玉稿を賜わった。

7. 縄文時代の木製杓子の実測及び報文は、筑波大学研究生山田呂久氏にお顧いした。

8. 主な出土石器の材質は、埼玉県立自然史博物館学芸員本間岳史氏に鑑定していただいた。

9. 出土木製品の樹種は、木ノ崎千代子氏に鑑定していただいた。

10. 出土した瓜骨 i;t、埼玉大学政長祁功致役小池浴子氏応濫定していただいた。

11. 上記以外の本書の執箪及び編集は澤出晃越が行った。

12. 本書の作成にあたり、下記の方々から御教示・ 御助言を賜わった。特に埼玉県立博物館学芸貝

井上肇氏には木製品等についていろいろと御指導をいただいた。

上野佳也、怖沢太久夫、大塚達朗、小俣悟、 filj沼幹夫、金了・正之、川名広文、笹森健一、寺杜

F鳳谷井彪、利根川章彦、中村倉司、長谷川切、坂東隆秀、藤本強、三上元一、宮崎朝雄

発掘調査の組織

調査主体者 深谷市教育委員会教育長 烏塚恵和男

調査貝 東京大学大学院人文科学研究科（昭和57年度当時） 小川 望（発掘）

埼玉県立熊谷工業高校講師（昭和57年度当時） 坂本行弘（発掘）

深谷市教育委員会社会教育課主事 澤出晃越（発掘・整理）

調壺補助員 玉田浩一、星川勝広、山口撤、消水健治（以上埼玉大学学生）

事務 局 深谷市教育委貝会社会教育課課長武）ート克己

諜長補佐兼文化財保邁係長

水野四郎（昭和57年度）

島田良一（昭和58年度）

河田記久平（昭和59年度）

主事 大 屋 貞 夫 小 林 京 子
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I . 発掘調査に至る経過

埼玉県北部に位掴し、利根川を隔てて群馬県と接する深谷市は、近代日本経済界の偉人渋沢栄一

の生地として、また、深谷ネギの産地として知られている。古くは康正 2年 (1456)頃に上杉房憲

が築いたといわれる深谷城の城下町として、江戸時代には中山道の宿場町として発展した。現在、

人口約88,000人、面積約70k研で、農業生産高は県内随ーを誇り、近年は工業団地の形成、宅地の

増加など、急速に都市化が進行している。

こうした都市化の波に対し、深谷市では様々な事業を推進しているが、市街地整備事業の一環と

して進められている、国鉄高崎線深谷駅北口の駅前土地区画整理事業もその一つである。この駅前

土地区他l整理事業に伴い、駅前にあった深谷郵便局が、市役所の北約 100m、深谷市深谷町 360番

地他 8竿の工場跡地に移転し、新庁舎を建設することか註画された。そこで関東郵政局は、まず昭

和55年 9月16日付けの文書をもって市当局に法律による土地規制関係について照会した。市当局は、

埋載文化財の有無については確認されていない旨を回答した。

昭相57年度になって深谷郵使局新庁舎の建設か実施されることになり、関束郵政局では埋蔵文化

財の取り扱いについて更に慎重を期するために、市教育委員会へ再確認をした。市教育委員会は、

建設予定地が埼玉県指定旧跡深谷城跡に隣接しているため、予め試掘調査を行うべきであると回答

した。そこで昭和57年 4月14日に関東郵政局担当官か市教育委員会を訪れ協議を行った。この結果、

既に工事計画が具体的に進行していること、建設予定地は工場跡地であり、埋蔵文化財の存在の可

龍性も比較的低いと予想されることから、建設前の根切りエー，ドの際に確認調査を行い、埋蔵文化財

か発見された場合には直ちに工事を中断して発掘調壺を実施することとなった。

昭和57年11月121:'1-1711に根切り工事と共に確認調介か行われた。根切り工事により現地表面iを

1.7-1.Smはど掘削したか、その結果、工串面の東部に川跡らしい逍構かあり、多贔の繕文土器片

等か包蔵されていることが'l'IJ明し、当籾仝〈予想できなかった事態となった。市教行委員会は関東

郵政局に早急に’屯話連絡し、急濾発掘調在体制を整えることになった。

11月22日に関東郵政島、工事を担当する池田建設株式会ネ1、市教育委員会で発掘翡i介を進めるに

あたっての具体的な協議を行い、で合れば12月中に調査を実施すべきことが確認された。

こうして早急に発伽，凋任を実施することになったか、市教育委員会担当職貝は12月半ばまで他の

発掘調査に従事せざるを得ないため、 11月29日に東京大学大学院人文科学研究科小川望氏と埼下＿県

立熊谷工業高校講師坂本行弘氏に調査貝を依粕した。

市教育委員会は、 11月29Bに閃束郵政局へ正式に岬蔵文化財発見の連絡通知を提出し、 12月 1日

に埼上県教育委員会へ深谷市 No.120追跡（名称深谷町追跡）として新逍跡の発見届を提出した。

市教官委員会と関東郵政島は更に I仙議を重ね、昭相57年12月 7[I、発朴ii調査の委此契約を締結す

るとともに、 ,1訛しく晶任か間始された。
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II . 遺跡の地理的・歴史的環境

深谷町遺跡は、埼玉県深谷市深谷町 360番地他、国鉄高崎線深谷駅の北約 0.8kmにある。妻沼低

地の南端で、市街地の北端にあたり、現地表面は標高 35.3mで、南約 0.8kmで櫛挽台地櫛挽面に

接し、東約 0.6kmで櫛挽台地寄居面に接する。

深谷市周辺の地形を概観すると、ほぱ東西に走る国鉄高崎線付近を境界線として、南側の櫛挽台

地と北側の妻沼低地に二分される。櫛挽台地は、荒川により形成された、寄居付近を扇頂として北

東へ広がる洪積扇伏台地であり、妻沼低地は、利根川により形成された沖積低地である。

櫛挽台地は乾燥した台地であり、晩冬から初春にかけてはひどい土埃に悩まされることもしばし

ばである。養蚕が盛んで桑畑が広がっているが、近年は花・ 植木などの栽塔も盛んになりつつある。

また、台地北端部は、居住環境の整備等により住宅などか急増している。構造的には、西北側の武

蔵野面に比定される櫛挽面（櫛挽段丘）と、東南側の立川面に比定される寄居面（御稜威ヶ原段丘）

とで段丘状に形成されている。櫛挽面ははば高崎線沿いの崖線で、比高 5-lOmをもって妻沼低地

と接しているか、寄居面は高崎線より北へl.5-l.8kmはど延びており、比高 2-5mをもって妻

沼低地と接している。接線付近の標高は、櫛挽面 40-50m、寄居面か32-36m、妻沼低地が30-

31mである。櫛挽面の西には、岡部町山崎山などの松久丘陵を挟んで立川面に比定される本庄台地

か広がっている。寄居面の南側には、荒川を挟んで下末吉面に比定される江南台地が東西に延びて

いる。櫛挽面の北東端近〈には、第三紀層から成る残丘である標高98.0mの仙尤山があり、熊谷市

内の寄居面東端にも同様の残丘、標高77.4mの観音山がある。なお、台地北端の櫛挽面と寄居面の

境界付近に、活断層（深谷断層）か確認されている。

妻沼低地は利根川流域に広かる広い低地である。南は熊谷市付近を境として、秩父山塊に連なる

台地や丘陵と大宮台地に挟まれた荒川低地に続き、東は行田市付近を境として）~r1須低地に連なる。

妻沼低地内は、利根川の流路の変遷や氾温により自然堤防が発達していたものと思われ、深谷市内

にはrrn、i先島、久島、人塚島、内ヶ島などのl畠地名か多いこともこのことを裏付けている。市内明戸

地区では「甘は畑七分に田が三分」と言ったらしいが、現在では耕地舷埋か進みかなりの部分か水

田化されており、旧状を把握することは困難である。しかし、深谷市遺跡詳細分布調任（註 1) に

よれば、寄居面北端部付近から西北へ、主に古墳時代後期以降の遺跡が島地名の土地を包括して連

続していることが確認された。このことは、自然堤防の様子をよく表しているものと息われる。ま

た、昨年 7月より開始された、国道17号深谷バイパス建設工事に伴う発掘調森 (HZ) による成果

か期待されるところである。なお、友沼低地の南端、南に櫛挽面、東に寄居面を控える一画に深谷

市の市街地かあり、周辺では住宅が急培している。

深谷市内では、まだ旧石器時代の遺跡は確認されていないか、繕文時代早期• 前息jの遺跡は、櫛

引台地の北端部に若干数確認されている。昭和53年度の割山逍跡発掘調壺（吐 3) においても、逍

構は検出されなかったが、諸磯式土器が出上している。

縄文時代中期になると、前畠遺跡• 島之上遺跡・出口遺跡（註 4). 小台遣跡 (,it5) など、逍
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跡数は飛躍的に増加する。萱場松原遺跡（註 6) でも遺構は確認されなかったか、周辺に集落跡か

あることが推定されている。これらの遺跡は、中期末から後期初頭にかけてのものが多く、櫛挽面

北端、標高70m付近から末端の、上唐沢川、押切川、戸田川、唐沢川などによって南北に開折され

た谷筋や、寄居面北端部に密集して分布している。こうした状況は、扉状地形にみられるいわゆる

扇伏湧水に深く関連しているものと理解されている（註 7)。

なお、妻沼低地内の微高地上でも、市の西側の伊勢方、谷之に織文時代中期の遺跡かあることか

確認され、市の東側の上増田では加曽利 EII式土器か出土している。また、国道17号線深谷バイパ

ス建設路線の試掘調査においても縄文時代中期～後期の土器片か検出されたらしい（註 9)。縄文

貼代の妻沼低地内における遺跡は、まだ明瞭には確認されておらず、今後の調査に期待されるとこ

ろが大きい。

堀之内期になると遺跡数は激減するが、桜ヶ丘組石逍跡など櫛挽台地北端部に若干数確認されて

いる。寄居面北端に接する城下遺跡（註 9) では、堀之内期の性格不明の逍構などが調査されてい

る。縄文時代晩期の遺跡は、市内では利根川に近い沼尻で確認されたのみである。

弥生時代になると、岡部町四 I・坂遺跡（註10)、妻沼町飯塚遺跡（註ll)、深谷市上敷免逍跡（吐

12)、熊谷市池上遺跡（，，主13) など、低地に臨む台地末端部や低地内微高地上に中期の遺跡か散見

される。弥生時代後期から古墳時代後期にかけての遺跡の分布状況はあまり明瞭ではないか、弥生

時代中期以来の状況が跨襲されていったものと考えられ、深谷町遺跡の北側に、古墳時代前期～中

期頃の遺跡の存在が推定されている。

古ばl時代後期には遣跡数が爆発的に増加する。櫛挽血北端の割山埴輪窯跡 (Hll4)や、寄居面

北端の木の本古墳群を含む―骨『など、合地l一：の遺跡も決して少なくはないか、妻沼低地の微高地!・一

に数多〈の遺跡が分布しているのか目立つ。こうした状況は水稲耕作の発展と密接な関係かあるも

のと考えられ、条田制の時代へ受け継がれていった。

以上のように、深谷市においては、各時代の生産様式を枯盤とした居住或いは生業の場の選択の

状況か、深谷市の地形が比較的単純なだけに、遺跡の分布状況に明瞭に現れたものといえよう。し

かし、深谷町遺跡のような低湿地における纏文時代の遺跡などの把樹は全く不充分であり、今後の

研究に大きな課題を呈ホしたものといえる。

註 l 昭和56年度 ・57年度に調査を実施。主体は深谷巾教育委員会。

吐 2 発掘調査の主体は埼lミ県埋蔵文化財調在事業団。
吐 3 今泉泰之・大和修• 谷井彪他 「割山遺跡」 昭和56年 3月 深谷市割山造跡発掘調査会
註4 横川好富• 小川良祐• 柿沼幹犬・ 笹森健一他 「前畠• 島之上・出口．芝山」 昭和52年 埼［；

県教育委貝会
註 5 蛭間真―他 「小台逍跡」 昭和54年 3月 深谷市小台逍跡調令団

,:J 6 澤出晃越他 「菅場松原逍跡」 昭和59年 3月 深谷市教育委員会
註 7 柿沼幹夫 「II.立地と環境」 （註 4所収）

註 8 儀崎一氏の御教ホによる。
吐 9 澤］！廿晃越他 「城下遺跡」 昭和58年 3月 深谷市教育委貝会
吐10 粟原文蔵 「四十坂遺跡の初期弥牛式土器」 上代文化第30輯 昭和35年 ［川学院大学名古学会

江11 増田逸朗 「飯塚遺跡」 埼玉県土器集成 昭和51年 埼玉考古学会
註12 蛭間哀―他 「上敷免遺跡」 昭和53年 3月 深谷市教育委員会

ilt13 「ド島宏• 杉崎戊樹他 「池守• 池上」 昭和59年 3月 埼玉県教肯委員会
吐14 吐 3及び今泉泰之他 「割山逍跡（第 3次）」 昭和57年 2月 深谷市教育委貝会

- 4~ 





III . 調査の概要

1 . 調査の経過

調査区は、深谷郵便局新庁舎建設工事の根切り工事により、現地表面から 1.7-1.Smはど掘り下

げられていた。根切り工事の際の確認調査により、根切り工事面が遺構確認面として適度であるこ

とが確認されていたため、表土の除去などの必要は全くなかった。なお、建設工事を担当した池田

建設株式会社の御厚意により、発掘現場事務所などとして工事現場事務所の一部を借用した。

昭和57年12月 7日、調査前の状況を写真撮影し、直ちに調査を開始した。当初は第 1号川跡しか

確認されていなかったが、地盤か軟弱で湧水も激しく、精査は困難であった。そこで第 1号川跡の

形状を確認するために 4本のサブ l、レンチを設定したが、その結果第 1号川跡には予想以上に多く

の遺物が包蔵されているものと判断された。なお、排土処理のためにベルトコンベアを用い、湧水

対策として排水路を作り、電動ポンプを常時使用して調査区外へ水を処理した。

第 l号川跡の東側に第 2号川跡か検出され、第 1号川跡に合流していることが確認された。また、

第 1号川跡の北端部を破壊している黒色土部分より、 12月9日に土師器の小破片とともに稲の穂の一

部が出土し、古瑣時代の溝状遺構であることか確認され、第 1号溝状遺構と呼称することにした。

この遺構は南西へ延びているものと推定されたが、処々で浅い攪乱を受けていることもあり、プラ

ンはすぐには確認で巻なかった。

したいに遺構の状況かはっきりしてきたため、ベルトを設定して逍構の調査を進めた。遺物は平

板測鼠により出土ポイントをチェックすることとした。中央航業株式会杜に委託して基料杭を 3本

設定し、更に袖助杭10本を設定した。

調査を進めるに従い、第 1号川跡と第 1号溝状逍構には柚物遺物が豊麻に包載されており、他に

も逍桃があるらしいことがわかってきた。当初は第 1号川跡以外にははとんど遣構はないものと推

定されていたため、 12月中に調査を終了する予定であったが、期間内に終えるのは難：しい状況にな

ってきた。そこで、その旨を関束郵政局へ連絡し、市教育委員会職員に応援を要請した。市教育委

貝会職員には、多忙な中を12月17日-28日の間、句日 5-10人の応扱を得た。

12 月 22 日には第 3 号川跡が確認され、 12 月 24 日にはこの川跡から木製杓—fが出土した。このため

12月中に調壺を終了することか全く不可能となった。市教育委貝会は、急濾埼玉県教育局文化財保

護課を通して関東郵政局へ調査期間の延長を要望し、関東郵政局は 1月14日までの延長を了承した。

12月29日-1月 5日の間は、安全確保のために現場を完全に封鎖するため、調査も中断した。

明けて昭和58年は 1月6日より調査を再開した。調査区南西開からも造物か出土し、その束側に

は第 1号土絋か検出された。第 1号溝状遺構からは木製鋼、木製鋤の把手なとか出土した。

第 l 号川跡と第 3 号川跡の合流地，点は特に遺物の出十鼠が多〈、逍物出上地、•の混乱を迎けるた

めに第 1・3号川跡と呼称することにした。当初は全逍物の出士ポイントをチェックする予定であ

ったか、時間的な制約から断念せさるを得な〈なり、第 1・3号川跡は一部をサンプル的にチェソ

6 
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クすることにした。

1月10日以降は、主に調査に参加した学生たちとともに、工事用の水銀灯や懐中電灯まで使用し

て夜半まで作業を行う状態となったが、 l月14日午後 5時30分頃、調査範囲の測鼠を終え、慌しく

現地発掘調査を終了した。

2. 調査結果の概要

逍跡は、妻沼低地の南端部、深谷市の市街地北端にある。現地表面の標高は約35.3mであるか、

表層の0.3-0.4mは盛土である。発掘調査の対象となったのは工場跡地の約2,800m2である。当初

は縄文時代・占墳時代の遺跡か存在することは予想もできなかったが、遺構の確認面か現地表面の

下1.7-1.Sm (標高33. 5-33 . 6 m) と深かったため、遺構は比較的良好に保存されていた。深谷郵

便局新庁舎建設の根切り工事面が、瑣構の確認面として最適であったことも幸いであった。なお、

工場が建造される前は水田であったらしい。

確認された遺構は、纏文時代の川跡 3条と土琺 1晶、古墳時代の溝状逍構 1条と七坑 1枯である。

纏文時代の川跡は第 1号～第 3号川跡と呼称した。最も細い第 2号川跡は、人工的な溝の可能性

もあり、第 1号川跡に合流している。第 1号川跡と第 3号川跡は調壺区北東部で合流しており、遣

物の出土地点等の混乱を避けるために第 1・3号川跡と呼称した。これらの川跡からは、縄文時代

中期末染!JI[曽利 Elll式～後期前菜堀之内 II式の I吼怜片や、亦彩土器、れ器、木製晶を含む木片

号、クルミ・ 1、チ冷の柾子などか多贔に出土した。弟 3 号川跡からは本製杓—［か出土してい

る。第 1・3号川跡は、最も深く逍物の出土鼠も最も多い。丸木舟状木製晶か出土し、クルミなど

もまとまって出土した。なお、第 1・3号川跡には、長さ約 4mの丸太を足場状に設凶した造構も

検出された。川跡出土沿物の大半は、流入したものか廃梨されたものと名えられる。

揮文時代の土JJ人は、調査区南西部に位附する小士坑で、第 1号土砿とした。無文の浅鉢が出上し

た。また、第 1り土琺の西側（調在区南西隅）は市四へ向ってわずかに傾針しており、逍物も出土

した。第 3号川跡の延長である可能性もある。

古瑣時代の溝状遺構は第 1号溝状逍構と呼称した。，凋咋区南西隅から北東隅へ蛇行しており、調

介区中央では東へ大巻く湾曲している。木製鋤や木装働の把『などの木製品を含む多屈の木片等か

出士したが、土器の出土菫はごくわずかであった。稲の穂の一部も出士しており、水柿工作に関連

した水路跡と考えられる。調査区の北東部で第 3号川跡と第 1・3号川跡を破壊している。

古瑣時代の土肱は、第 1号溝状遣構と第 l号川跡の間に位附し、第 2号土坑とした。細い溝状逍

構により第 1号溝状遺構と繋っており、第 1号溝状逍構に付属した逍柚と考えられる。

以上のように深谷町逍跡は、他の低湿地遺跡と,,,」様に、亦彩土器、木製品などの賞重な逍物

か出土したことが特色となっている。出上逍物の総数は、微小破片まで含むと 2万点以上になると

推定される。なお、平面測嗣は全て平板によることとしたため、調査区内には）よ刈杭を設定し、特

にグリッド等は設定しなかった。地山は黄白色帖土、その下は肖灰色帖土である。

- 8 ... 
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N. 纏文時代の遺構と出土遺物

1 . 蠅文時代の遺構（第 5図）

縄文時代の人工による遺構は、土拡 1基と丸太を足場状に設置したもののみであるが、自然の川

跡が検出され、遺物が大量に出土した。川跡は 3条あり、いずれも遺物がびっしりと堆積していた。

川跡という性格のため、確認面が軟弱かつ地下水が湧出してきたこともあって、その範囲を明確化

することは困難であり、第 5図は多分に模式化していることをお断わりしておきたい。

0第 1号川跡

調査区の南東隅ではば樹角にカーブし、北流し、調査区北東部で第 3号川跡と合流している。幅

l.6-3.5m、深さ 10-40cmはどの浅い川跡である。河床は、やや細く蛇行する様子か見受けられ

た。この川筋に沿って、径0.5-1.0mはどの浅い襦鉢状の窪みが10ヶ所前後あった。

0第 2号川跡

第 1号川跡の東側を北流し、第 1号川跡に合流している。幅0.5-1.5m、深さ 10-20cmの小規

役なもので、立ち上かりも比較的急傾斜であり、人工的な溝跡とも考えられるが、明確ではない。

堆柏土中から遺物が多贔に出土したことは、他の川跡と同様である。

0第 3号川跡

調査区の西側から蛇行して東流し、第 1号川跡と合流する。 1[1)r;3.0-4. 5m、深さ 25-50cmはど

で、最も整った形態を呈している。部分的に河床には浅い窪みか認められる。東半は古瑣時代の第

1号溝状逍構に切られており、河床の状態等は不明である。

0 第 1• 3号川跡

第 1号川跡と第 3号川跡は調査区の北東部で合流しており、形態等から第 3号川跡が本流とも考

えられるか、河床の変化か激しいことや、遺物の出土位罹の混乱を迎けるために、敢えて第 1・3

号川跡と呼称することにした。占墳時代の第 1号溝状遺構に切られ、覆土の判別か困難であった。

輻は7.0-11.0m、深さはだいたい 40-60cmであるか、河床の凹凸が激しく、上J:広状に深くなっ

た部分か数ヶ所認められ、最も深い部分で約 110cmを測った。士拡状に深〈なった部分のうち 2ヶ

所に 60X 30cmはどの大石があった。石質はスコリア質の輝石安山岩である。

東端に、長さ 4.0m、太さ 0.3-0.6mはどの丸太が南北に設置されており、その北西際にはこの

丸太か崩れるのを防ぐかのように長さ約 110cmの杭か打ち込まれていた（第 8図）。丸太の両脇は

かなり深くなっており、足場として,t'/IJ築された逍桃と名えられる。この足場状遣桃の東側からは、

丸木舟状の木製品が出土している。

10~ 



以上の川跡からは、土器片、石器などの他、杓子などの木製品を含む木片等、クルミ・トチ

などの種子類などか、全般的に多量に出土した。木片等は第 3号川跡及び第 1・3号川跡から、

クルミ・トチなどの種子類は第 1・3号川跡から特に多く出土した（第 9図）。

それぞれの川跡は、出土遺物や土層等をみる限りでは、同時期に存在した可能性か高い。

0第 1号土坑（第55図）

調査区南西部に位置する。平面プランは 0.9X0.8mの瓢鏑形を呈し、深さは20-30cmで浅い段

を有する。壁は比較的緩やかに立ち上がる。 2個の自然石とともに無文の浅鉢が出土している。

第 1号上砿の西側（調査区南西隅）は、南西へ向かってわずかに傾斜しており、土器片、石器等

が出土した。第 3号川跡の続きとも考えられる。

なお、川跡と切り合っている第 1号溝状遺構にも、多量の纏文時代の遺物が流人していた。

発掘調査前（南より）

~11 --



※枠線は、追物出：L状態の丈測範囲を小す。

0 10m 
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第 5図 塙文時代の遺構
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第 7図 縄文時代の遺構L層断面(2)

表 1 縄文時代の遺構木片等出土レペル一覧

番号 出土レベル

1 288 0 

2 289 4-295 8 

3 279 0-308.0 

,1 292 0-323 5 

5 301 0 

6 300 2 

7 295 0-306 2 

8 296.7 

， 288、0-301.5 

lO 296 4-308. 3 

11 320、6

12 323 5-337 .6 

13 ~06 8-306.9 

14 307 . 3 -308 . 3 

15 311 8-313 0 

16 308 2-309 2 

17 318.7 

18 324.9 

19 318 G 

20 313.3 

21 311 9 

22 317 7 

23 319 7-324.9 

24 315 0 

25 313 7 

番号 出土レベル

26 314.3~315 4 

27 318 7 

28 318 0 

29 308.0 

30 318 0 

31 314.6 

32 313,8 

33 310 9 

34 316.8 

35 306.7 

36 315 5 

:H 314 3 

38 300 2 

39 303.5 

40 :,02 2 

41 310 9 

42 303 9 

43 301 7 

44 302.7 

45 297.5 

46 302 6 

47 298 5 

48 304 3 

49 300,5 

50 298 7 

番号 出土レベル

51 301 8 

52 296 8 

53 301 0 

54 306、3

55 309 l 

56 300 5 

57 396 2 

58 302 1 

59 308 5 

60 291 .5 

61 288 0 

62 292.5 

63 305 7 

64 292.0 

65 302 9 

66 293、3

(37 311 7 

68 299 5 

69 291 5 

70 300 7 

71 307 6 

72 301 0 

73 289 5 

71! 290 6 

75 293.5 

番号 出土レベル

76 307 l 

77 287 9 

78 298 4 

79 299 1 

80 296.5 

81 312 9 

82 312.4 

83 308 1 

84 305.6 

85 290 6 

86 298 3 

87 306 8 

88 :304 4 

89 309.5 

90 309 6 

91 309,0 

92 306 0 

93 293.9 

94 294 0 

95 302.9 

96 312.6 

97 311 8-321 5 

※番号は第 8図と一致。出士レヘルは標高仙から30.0mをりIいた数俯I(単粒cm)。紐低差か大きい場合は最も低い仙

と最も高い1伯をoJ;す。 9は丸木Ji):[人本製品、 21は杓f。

- 14 -
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2. 縄文時代の出土遺物

縄文時代の出土逍物は、土器、石器の他、杓子などの木製品を含む木片等、クル：、 トチ

などの種子類や、土器でも赤彩こk器などが出土しており、正に多種多様である。その総数は、

微小な破片を含むと 2万点以上にのぼるものと推定される。ここに紹介したものは、ごく代表的な

もののみである。第 2号川跡出土逍物は微小破片のみで図示しうるものはなかった。以下、遺構区

分により夕lj記したい。なお、出土土器の記辿は下記の分類によった。また、赤彩土器と木製品は、

別項にまとめて記載した。

I類加曽利 E式より以廿i）の上器

II類加曽利E式土器（加曽利 EIII式 ・N式）

A. 羅文のみが施されたもの。 n唇部か無文で、口替部のナデにより無文帯と縄文の塙か隆起

したものを含む。小破片の場令、 B 。C・Dの可能性がある。

B. 地文に樋文を施し、隆線により文様か描かれたもの。 I硲線の1H;j脇はナデられて沈線；1人とな

る。

C. 地文に縞文を施し、瞥線と研磨された無文部で文様か構成されたもの。

D. 地文に縄文を施し、沈線と研磨された無文部で文様が構成されたもの。

E. 両耳壺を一括。

F. 浅鉢を一括。

G. その他の土揺。

III類 称名寺式土器（称名寺 I式.II式）

A. 煽文のみか施されたもの。

B. 地文は纏文又は無文で、 I命線又は沈線により懸軍文やU字状文を構成するもの。

C. 沈線のみで文様か施されたもの。平行沈線l廿lに列息か施されたものを含む。

D. 磨消縄文等により、懸亜文、 J字状文、 Y字；1人文、鈷状文などを主体とした文様かれ'/iかれ

たもの。

E. 戊鉢を一括。

F. その他の上器。無文のものを含む。

N類 堀之内式土器（堀之内 I式.II式）

A. 纏文のみのもの。

B. 地文に燻文を施し、その上に沈線で文様か拙かれたもの。

C. 沈線のみで文様か拙かれたもの。横位桃成の幾可学的文様か柚かれたものは含まない。

D. 磨消織文等により、横拉桃成の幾可学的文様力寸伍かれたもの。沈線のみのものを含む。

E. 胴部の文様が不明な「l緑部で刻みのある［奔幣か巡るもの。 8字状の貼付があるものを含む。

F. 注LI土料を一枯する。

G. 没鉢を一括する。

一-17・ 一



H. その他の土器。無文のものを含む。

v類 型式判定の困難な条線文土器を一括する。

VI類底部を一括する。

VII煩 その他の上謡。堀之内式土器よリ後の士＇、土製品等を含む。

出土土器はほとんど小破片であり、残存した部分だけで分頬したものである。そのため各分類に

おいて実際には別の分知にすへ苔ものを含んでいる可能骨かあることは否定てきない。

(1) 第 1号川跡出土逍物

ァ・ 出土土器（第11図～第19図）

o I (1) 

前期関山式上謡である。胎上に繊維を含む。表面はやや磨滅しているが、 LR単節と RL単節と

息われる繕文の柚転により菱形状の羽状羅文か施され、上位に沈線による波状文か揺かれている。

OII--A (2~9) 

4 -9は口緑部が無文になっている。 9は波状口緑でl且部か厚くなる。渾文は 2・3・5・8

かし R単節、他は RL単節である。 4-7の社軋文はl魯起直下で一段横転しその下は縦転。 9は 2段

以日机転している。 4は浅鉢の可能性もあろう。

o II-B (11~22) 

11-15は、口緑部か無文のもの (12・13) と沈線か施されたもの (11・14)かあるか、同様の円

又は祉¥¥巻状の文様か柚かれたものであろう。 11-15の揮文は RL単節。

16-22は、 1条の柚位の隆線により LI仔部の無文俯と縄文か区圃されたものである。隆線から纏

文か施されたもの (16-19) と、隆線直下か沈線状になるもの (20-22)かある。 16は1硲線の一部

か）＜巻く突起しており、 17は外面に苫しく炭化物が付着している。縄文は、 18-21か LR単節、そ

の他は RL単節で、 17・18は降線面下を横転している。

o II-C (23ヘ-53)

23-36は降線と研磨された無文祁か畢卜吋-るものである。 34はやや異質で、無文爵IIの研靡によリ

縄文と無文部の境か隆起したもので、 I玲起卜^まで蠅文が施されている。 33は隆線により円形状の文

様が拙かれていた可能性かある。 23・24は口唇1l'L下か沈線状となっており、 24は波斗人口緑であろう。

縄文は23-30・34か RL単節で、その他は LR単節。

37-53は、隆線と研磨された無文部により、円形状又は過巻状の文様か描かれたものや、 U字状

の懸雨文か描かれたものなどである。 39はII--B、37・40は府線か直線的に雨下するものである可

能性かある。また、 44は廿廿線を抽く隆線は低く、内側の沈線は明瞭でII-Dとすべきかもしれない。

47は波状LI緑で把手を有していたものと息われ、 48も緩い波状口緑で、 LI唇直下は内外血とも J且部

で沈線状となる。揮文は、 38-43・48-51・5'.lは RL単節、その他は LR単節で、回転方向はやや

乱れたものが多い。 39はやや固くなった器面に柚加、させたものであろう。

o II -D (54~85) 

54-58は横位の沈線で口唇部の無文件『と僅文か区画されるものである。 II-Aとすべきものかあ

--18 -



,
.
 

‘
,
'
 

．． 
.

.

.

 

9

,

 ．．．
 

•••• 

,
．
 

r-•N 

" i' 
．．．．ょ．．,, .. ,,-._.,,...,cc=, ふ、,,,;cl疵11'守

. " ”“ 

·~'~'."'~· 応＼：＇，

゜
2m 

沿10図 筍 1号川跡迅物出土状態

ー 19--



一□ 8 

19 

）
 

ー,＇ 
器．` 

'
,
L
 

・． 
ー

ーーー跡．
 

号し
,
9
1
 

悴
ォ図ーー第

.~20 --



c:=7~ 

〇
→

豆翠「「丑号宝一＿｛食
Ig

・[-勇
I

茫

I~-N
ー1

~
 

一Iご冒



10cm 

第13図 第 1号川跡出土士器(3)
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る可能性もある。明確に沈線となっているもの (57・58) と、決い沈線状になっているもの (54-

56)かある。 54は沈線を柚いた後に縄文を施したことか明瞭である。蠅文は54・56・57が RL単節、

その他は LR単節である。

59・60は口縁部の柚位の平行沈線間に縄文か施されたもので、 60は円形状の文様か揺かれたもの

かもしれない。縄文はともに RL単節の横転。

61-72は、沈線か直線的に亜下したリ、 u'j-:状文・ fl 状文 ·W字状文 ·H 字状文• 深い波状文な

どを揺いたもの。繕文は、 64・67-72かRL単莉iで、その他は LR単節である。 72は無文の口唇部

と文様帯は、沈線などでは区画されておらす、纏文は最上｛立で柚転されている。 71は波状口緑で把

手を有する。

73-83は、沈線と無文部により円形状・渦巻状などの文様が描かれるものである。 82はlJ字状の

懸垂文、 83は深い波状文が拙かれるものかもしれない。 74・76-79は波状口緑で、 76-79はJ且部か

肥原している。縄文は、 74・77・83かRL単節て、その他かLR紺節，,73は表面の磨滅により 'l'IJ別

し難いかし R単節の横転と息われる。口縁郎の縄文か横転されるものは73-75・77・78・81。76は

外面に訊苫に炭化物か付沿している。

84・85は口唇部に列点か施さ iしるものである。 84のタiJ、I仄は連続的で、 85はlf¥Jをi買I.,ヽ た夕lj、点のドに

沈線か施される。織文はともに RL単節たか、 84は口縁部に二段以＿卜羅文を柚他させた後、 /J仇l部に

縦位したものと思われ、外面には星Ji竹に炭化物が付杓してしヽる。

o II -E (86~93) 

89・93は利般的に両耳如と I.,ヽ われるものとは異なった形態を望するものかもしれな I.,ヽ。 86・88・

90-92は「I緑部の無文骨『と文様位か降絲又は隆起によリ区直きれる。 87・89・93は把手の外曲にま

で糧文か施され、 92は条線文か施されている。 93は沈線と無文紅IIにより円形状の文様がh州かれたも

のかもし｝しな I., 。ヽ渾文は、 87・88・93かRL単節、 86・89か LR単節。

OIII-A (94) 

II緑部の無文忙か沈線により区圃される。器形は 11緑部か紋＜閲くものと思われる。揮文は LR

単節で［川他、方向はやや乱れており、外面には炭化吻か晶H著に付附している，）

o Ill -B (95~97) 

95・96は、列は＇、か施されて鎖状となった眸線か横位に巡り、そこから降線か亜下する。 97は1硲起

に沿ってダlj,点か施される。

OIII-C (98• 99) 

98は平行沈線か亜下するか入リ糾んだ文様がJ1'/iかれるものであろう。籠文か施されていたかもし

れないか磨滅により不明。 99は沈線によるじ'J:状の懸州文の中に浅い沈線か充期されたものと思わ

れ、 U 字状の沈線乳~ー｝しヽは降起してしヽる。

o III-D (100~109) 

100-102はLI唇部か内側へ/:[¥[川している。 108は沈線と磨消籠文により J字；1人の文様か、 107はい

わゆる鈷状文か柚かれたものである。縄文は、 106のみ RL単節てその他は LR叩節と息われるか、

100・101・105は磨減のため不明瞭である。

- 24 
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第17図第 l号）II跡出しい器(7)

o III -F (1 10~1 14) 

゜
5 110-112はLI縁部の突起である。いずれも l且部が

窪んでいる。 110の外面は緑辺に沈線か施され、 R

L単節の耀文か施されている。 111は内外面とも諭従

位の列、1ばか施されている。

113 は [~I 緑部の比較的輻の広い突起で、両端力哨糸

起している。その下に微隆線がl川線的に抽かれる。

114はl魯線により円又は渦巻状の文様か描かれる。

ON-A (115) 

ロ唇部内面が沈線状にナテられ、口唇は比較的鋭

い。 Cl唇部外面はナデられているか、その下には L

R単節の縄文か横転苔れている。

ON-B (116~122) 

118・119-122は、 [J緑/¥flのややくびれた部分に

巡る柚位の沈線の下に、 ltJ心円状又は渦巻状の沈線

と縦位の数条の沈線か描かれたものである。 118は、

中心に刺突を有する同心円状の文様と渦巻状の文

様か、交互に 4回すつ繰り返されたものであろう。

120は口緑部に向端に刺突を有する縦位の枠状の貼

付けか施されており、 121は圃端かやや大きい円形

となり同心円の中心となっているが、同様のものか

もしれなし;0 

纏文はだいたい磨滅により明瞭ではないが、 116

はLR単節、 117-119・122もLR単節と息われる。

ON-C (123~129) 

123・124は、屈曲した LI唇部の外面に沈線が巡り、

ロ縁部以下に筒単な文梯が拙かれたものである。

125は波状口緑で、頂部外面にM心円状の文様が

描かれ、そこから数条の沈線か雨下している。

128。129は密集した沈線が描かれているか、焼成

色訊；j笑恥から同一個体の可能性かある。

o N-D  (130~133) 

130・133は 8字状の貼付文か施された刻みのある

隆線が巡る。 130は間附の狭い平行沈線のみで文様

が描かれている。 133は口唇部か屈曲し、 l卯線の下

に沈線か巡っているのが確，，忍できる。浅鉢の可能性

27 --・ 
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第18図 第 l号!II跡出土t器(8)
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10cm 

弟19図第 1号川跡出l-.L器(9)
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もあろう。

131は磨消縄文により幾可学的文様か描かれたもので、縄文は LR単節である。

132はやや異質な形態を呈する小型のもので、口唇部内面に受け状の横位の貼付を施しその上に

沈線か巡リ、口悟には刻みが施されている。

o N-E (134) 

肥厚した口緑部内面に沈線で文様か描かれている。

ON-F (135~141) 

135-137は無文の口緑部であるが、 137は〈びれた部分に沈線か巡っているのか確認でぎる。 138

は波；1人口緑のWi部で、 ffi部上面とその両脇の 3ヶ所に竹管状工具による刺突か施され、そこから沈

線が巡っている。 139は口唇に施された装飾で、粘土紐をラセン状に捻ったものである。 140は浅鉢

状の形態を呈し、屈!I廿部外血の波状を呈するI玲線上に刻み（刺突）か施されている。 141は小破片

のため明瞭ではないか、 121に姐似したものであろう。

o V (142~145) 

142は横位のI硲起の下に太く机い条線文か施されている。 143は 1本だけ太い条線が繰り返されて

おり、幅 3cm肝度の櫛状工具が使用されたものと息われる。

o VI (146~162) 

147は底部に穿孔か施されており、 150には網代痕か認められる。 155の纏文は LR単節である。

159は上げ底になっており、外面に縦1立の沈線が忍められる。 161・162は高合状となっている。

o VII (163• 164) 

163は若干湾曲した小さい底部で、固緑が削られており、いわゆる土製円板の可能1化がある。

164は器台で、縦長の透かしが 4ヶ所施されたものであろう。

イ．出上石器（第20図• 第21図）

表 2 第 1号川跡出土石器一覧

番号 器種 形 栂,~, 長さ cm 1111,¥ cm 厚さcm 爪さ g

“ 
質 イ/iii 名

1 磨 Ti 表衷凹1-f 9 3 6.5 4.9 403 輝石安山岩・ 凹みは 2つ連続

2 磨 イ'.r 表衷凹イi (11 2) 6.5 4.2 (322) 輝石安山岩 約 1/3欠If¥

3 磨 11 表凹介 12.4 10.0 7.9 1272 輝石安山岩 表の）料股fl}-J瞭

4 磨 イI~ 表凹 1( 13 9 7 7 5.1 755 輝石安山岩 図のI貝部に敲打艇介

5 磨 石 表凹有 11. 4 9.3 4 7 657 砂岩

6 磨 石 表裏凹有 (11 2) (8 9) (7.0) (852) fり扱l石’友山閤 欠祖

7 凹 石 蜂の巣状 18 0 13 7 10.0 3390 角収l石安lり岩 表面平但、側面挟れ敲

打痕有

8 凹 イ1 (14 9) (20.2) (9.0) (3130) 角 I閃lfi安•山岩 裏阻i:'I汀Hで1磨H良明瞭

- 30 
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第20図 第 1号川跡出土石器(1)
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第21図 第 1号川跡出土石器(2)

(P30より）

番号 器 柾 形 ヒj
古"‘.

U: さcm 1j1M cm 原さ cm 重各 g 石 r
[
 

印
tC,

備 名

0

1

 

l

l

 

，
 

石

石

糾

i
人

i
人

＾

り

I
i
,

"rよか
t

)

凹｝よ無茎

凹枯無茎

2.4 

(2.3) 

4.8 

7
5
3
2
 

••• 1

2

3

 

3

6

7

 

．

．

．

 

0

0

0

 

ヽ
~

1

2

3

 

．

．

．

 

1

3

8

 

（
 

チャート

チャート

、9見'/ilfili 

焔部の快入は深い

枯部の袂人は浅い

二次調照か認められる

（ ）内は欠Htによる残存俯l

3の表rfriと8の此friは特によく限られている。 11の背面右側緑は発掘時における担傷である。

32 



(2) 第 3号川跡出土遺物

ア．出土土器（第23図～第28図）

o I (1) 

前期関山式土器である。胎土に繊維を含む。第11図 lに類似し、 LR単節の羅文の上に竹管状エ

具による波状文か施されている。

OII-A (2~6) 

6は波状口緑で頂部か肥厚している。縄文は、 2・3・6か RL単節、 4・5は LR単節で、 4

は上位で横転、 3も上位で部分的に横転、 6は口縁部で 2段以上横転している。

o II-8 (7 "-'24) 

7は口縁部に隆線か巡り、その下に隆線で円形状又は渦巻状の文様か描かれたものと思われる。

9も同様であろう。 10-12は隆線により口唇部と無文帯と羅文か区画されたもの。 10・11は隆線ま

で縄文か施されているか、 12は隆線の下かナデられている。縄文は、 11のみか LR単節でその他は

RL単節である。 10-12は隆線直下は横転されている。

o II -C (13r---.J24) 

13-16は降線と研磨されだ無文部か垂下するもの。 14は曲線的な文様か描かれたものかもしれな

い。 16の内面には炭化物か顕著に付着している。蠅文は、 13・16か RL単節、 14・15か LR単節で、

14は横転されている。

17-24は、微降線と研磨された無文部によリ、円形状、渦巻状などの曲線的な文様か描かれたも

のである。 18はII-Bてあるかもしれない。 19は、口緑部か緩い波状を呈し、口緑部に巡る 2条の

微I斧線によリ文様部分か区圃され、 2条の微隆線により渦巻状の文椋か揺かれている。 21・22も波

状L1緑てある。 20は'F・緑て、口緑部の無文僻と文様部分か l条の微降線によリ区L由iされ、長円形状

の文椋か抽かれている。 17・21の外面には炭化物か貨l著に付祈しているで涎文は、 13-22か RL単

節、 23か LR 単節て、 17·19~22は口緑部て椛他、されてしヽる 0 24は此籠か1利滅しておリ、判別し難

しヽか LR中節と息われる。

O II -D (25"J44) 

25-28は、 r1緑部の無文幣と纏文か横位の沈祝により区咄iされたものてある 0 27は口縁部か強く

ナテられている。 28は把手かつしヽており、把手のF部表面は象iJ洛してしヽる．）漏文はみな RL単節で、

25-27は最・ト位か柚転されてしヽる）

2~)-31は、沈線と研磨された無文部か直線的に車下するものである。縄文は、 29か RL 単節、 30·

31か LR単節である。

32-43は、沈線と研序された無文部により、懸垂文、深し刈皮状文、 W'衿l犬文などかオ繭かれるもの

である。 36-38・40は波状LJ緑て、 36・37・40は肌部か肥厚してしヽる。 43は口緑部か内側に肥厚し

ている。遥文は、 33・36・37・40・41・43か RL単節、その他は LR単節で、口緑部付近で横転し

ているものは37-41・43である。 41・43は外面に炭化物か付祈している。

44は波状口緑のl且部か外傾したもので、口縁部は内側に肥厚している。沈線により外面に渦巻状

の文様か描かれている。運文は RL単節、外面に炭化物か付着している。

―-33 -
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第25図 第 3号川跡出土土器(3)
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o II-E (45~50) 

45は隆線により文様か区画されておリ、上位のおそらく長円形に区画された文様内に纏文が充損

されている。下位は条線か施されている。 49は上位か揮文で下位か条線であることは45に似るが、

文様区圃は沈線によっている。また、把了•の外面は、中央が縦位に隆線状に作り出されている。 50は

小叩のものである。揮文は45・48かLR単節、他は RL単節である。

OII-F (61) 

口緑部と /Jlii]部かわすかな降起によリ圃され、 LI緑部は無文で内側に若干肥原している。胴部には

縄文か施されている。

OII-G (51~55) 

条線文土器で、加曽利 E式」．器と思われるものである。 52は口縁部が波状の沈線で区画され、さ

らに隆線による区血内に沈線か充瞑されている。 )J[fij部は沈線か軍下していたものであろう。 51は平

行沈線か蛇行して雨下している。 53は沈線により円形状の文様か仙かれていたと息われ、沈線間は

磨哨されている。 55は平行沈線による区訓内の、上位に RL単節の縄文が、下位に条線が施された

ものである。

Olli-A (56) 

比較的細かい RL印節の縄文か、やや不規間に転かされている。加薗利 EN式の可能性もある。

om-c (57) 

波状口緑で、 l几部は右を向ぎ刺突が施されている。口緑部は内側に）r111111している。

o III -D (58~60) 

58は波状口緑で、厚くなった j且部に刺突が施され、片側の LI悴許flには沈線か施されている。 60は

)Jl,,j部かりKり、 i::1緑部か伯［立する悩形を呈する。口緑部は無文で、 I伽l部には沈線と研I科された無文部

により渦巻状の文梯か＋伯かれている o LI緑部と｝伽l部は隆線により血され、降線i/!/1巻文上で突起して

いる。 I玲線上には渾文が机転されている。綱文は、 59はLR廿t節、 60はRLit'<-節で、 58は不明。

OIII-F (62) 

LI緑部の把手である。外面に施された隆線状の 6オぢlk文の表面は平飢である。

o N -B  (63~65) 

63・64は蛇行する沈線が雨下している。 65は、頸部に刻みを施した降線か巡リ、口緑部は無文、

/J[ii]祁には縦位の集介沈線か施されたものであろう。羅文は、 63がLR叩節、他は不明てある。

o N-C  (66~72) 

66-71は、 IJl,,J部上半に沈線による簡単な文様か描かれたものである。 66・67は口唇部外面に沈線

か巡り、 67は史に横に並ぶ 2つの刺突か施されている。 68は内側に屈rlt1した [J唇部外面に沈線が巡

り、更に柚 8'?=状の貼付が施されている。 1 条の沈線により口緑部と /j~J部を圃し、 [I 緑部は無文で、

胴部L位には雨下する平行沈線と U字状の沈線か交万に繰り返されている。横 8字：I犬の貼付は 5Jji 

位、 /Jli;j部の文様は 6単1立てある。

72は>f行沈線により渦巻状の文様が描かれている。

ON-0 (73•74) 

38 -



二
号

□
苫

ロ
~
~
~
"
"
 

E "01 

゜

く）装バ廿壬黍―-｛ .g ら〖[[:r.'.]9Zl.,/4 

| 6S 



第27図 第 3号川跡出上土器(5)
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第28図第 3号川跡出t土器(6)
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地文は、 73か無文、 74はLR単節の縄文。 74は、口唇部か内側に屈仙していたようである。

ON-E  (77) 

外反する口緑部である。口悴部内面直下に浅い沈線か巡る。口唇部外面は平J且で、その下に U字

状の平行沈線が描かれ、中央に刺突を施したポタン状の貼付かある。

ON-F  (75) 

ロ緑部内胃し、口唇部は内側に稜をなしてわずかに直立する。口緑部無文幣と胴部文様帯は注口

に続く隆線により画され、胴部の文様は沈線と磨消縄文により構成されている。注口はわすかに間

く。縄文は LR単節である。

ON-G  (76) 

ロ唇部は内側に屈曲し、頚部に刻みのある隆線が巡る。内外面ともよ〈研磨され、黒色を呈する。

o VI (78~90) 

78は LR単節の蠅文か、 79は亜下する平行沈線か施されている。ともに加曽利 E式であろう。 78

は内面に特に顕著に炭化物か付着している。 85・88・89はわずかにー上げ底状となっており、 90は高

台状になっている。

o VII (91• 92) 

91は鎖状の把千である。縄文は RLI札節。

92は益であろう。端部と内側の微眸線の間に橋状のl「か貼り付けられている。

イ．出上石器（第29図）

表 3 第 3号川跡出土石器一覧

．． 
.,, .. a'' ● 9●''"'"'""--, ....... 一""'"""""'...... ← - "'""''ー''.''-'・-"●●'""'"', .. , " .. 

番号 器柾 形能、C ヽ 長さcm ililJ cm 厚さcm 爪さ g 石 質 11iii ぢ

l 磨 Tr 衣 凹府 12.7 7 0 4.7 600 輝イ1安山料 凹みは 2つ連紬、裏・

側血に敲nit匁介

2 磨 石 表裏凹打 (8 4) (7.9) (4 1) (343) 帥石安山閉―i 約 1/2欠担

:3 磨 イ,,- oi.HlHり1イr (JO l) 6.6 4 2 (332) 輝石安山岩 凹みは長1リ形て中央か

（スコリア質） 深し‘。側面敲打）哀有

4 磨

“ 
表門介― 10 0 7.0 4 2 475 輝石安山岩 側血敲打j良打

5 石 1111. 円 113 7 (7 8) (392) 帥石安山岩 J心］糸次 ・ lt¥:Ifri'/':J1_1_ 

6 石 JIil 方形？ (11.2) (12 .8) (6.3) (1121) 象J<i/l:;/¥ 1庁ー 側・災血半」fl、衷血に

数個の凹み打

7 磨製布斧 定 角式 (17 3) (6 4) (3 6) (680) 輝緑凝灰岩 刈部欠州、 1w1rru平jfl

8 石 鋳久 凹枯無茎 2 8 (1 7) 0 4 (1. 3) レッドチャート ）よ部扶入やや深い

， 石 鐵 凹）よ無茎 2 1 1 9 0 3 0 8 砂質貞岩 ）店部快人戊い

（ ）内は欠州による残存値

1・4の表面及び 6の内血は特によ〈磨られており、 1は光沢を僻ひている。
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(3) 節 1・3号川跡出上遺物

ア．出土土器（第31図～第50図）

o I (1) 

中期勝坂式t器の口縁部である。隆線による区画内に竹竹':I人工具による文様が充埴されている。

OIi-A (2~12) 

2は口縁部まで縄文か施されており、 5-8・10-12は口緑部に無文幣か巡る。 9-12は橋；1人の

把手がある。籠文は、 3・6-9・12かRL単節、他は LR単節である。口緑部で縞文が横転され

ているものは、 2-4・6・9である。 5・6の外血及び 8の内面に炭化物か顕特に付着。

OII-B (13~31) 

1 -22は、口緑部が無文のもの (13・14・19-21)、口緑部か沈線状 (15)又は沈線か施された

もの (22) などかあるが、降線により円又は渦巻状の文梯か拙かれたものである。 13は波状「I緑。

纏文は、 20のみ LR単節で他は RL単節。 13・15・20・22は口緑部付近で横転している。

23-25は 1条の隆線か乖下するものである。揮文は23・25か RL単節、 24はLR単節。 23は外面

に炭化物か顕著に付沿。

26-31は、口緑部か無文で、 I硲線が巡り、そのドに纏文か施されたものである。 29・30は除線上

にも繕文か転かされている。繕文は、 26-29か LR単節、 30・31はRU礼節て、 LI緑部付近で柚転

されているものは29-31。26は外面の纏文の部分に炭化物が付府している。

OII-C (32~74) 

32-46は、降線と研磨された無文部か眠下するものである。綱文は、 32-39・41か LR単節、40・

42-46かRL単節である。口緑胤I付近で縄文が柚転されているのを確認でぎるのは42のみである。

33の外面上半に炭化物が如著に付着している。

47-49は、匪Fする無文部と縄文の燒か、無文部のナテにより降起したものである。縄文は、47・

48か LR単節、 49はRL単節である。

50-74は、 I硲線と研磨された無文部により、円形状又は渦巻状の文様や、 U字状の懸亜文などが

描かれたものてある。 50-52・55・56・58-61は波状口緑であろう。口緑部はだいたい無文である

が、 50は戊い沈線状となっており、 55は波状の J且部を除き縄文か柚他されていたようである。 57は

ロ緑部に 1条の隆線か巡るか、円形状のモチ・ーフの上で山状の突起となっている。 58-60は波状 LI

緑のJ頁部か外側に肥厚したものである。 61は低状の把手かついたものであろう。纏文は、 50-53・

55-58・62・66-70はRL単節、 64・73は不明、他は LR単節である。蠅文の回転）j向かやや乱れ

たものかあるか、 58・66は特に著しい。 LI縁部付近で横似されていることが確認て含るものは、50・

51・53・55・56・61・62・66である。

OII-D (75~153) 

75-81は、「l緑部の無文幣と羅文が横位の沈線により圃されるものである。 78は波状口緑であリ、

胴部には沈線と研磨された無文部により、深い波状の文様か拙かれていた可能付かある。縄文は、

75-78はLR単節、 79-81はRL単節。全て「l緑｝祁付近で柚転さ hている。 77・81は同転）j向かや

や乱れている。 80は外面に炭化物が副［著に付済している。
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第32図 第 1・3号川跡出土士器(2)
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。
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弟33図 第 1・3号川跡出上土］怜(3)
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第34図 第 1・3号川跡出：L土器(4)
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第35図 第 1・3号川跡出上上化晶(5)
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82-97は、沈線と研磨された無文部か雨下するものなどである。 U'『状の懸雨文などを構成して

しヽるものか多 I,ヽと考えられる。 85・88は沈線の間伽か秋く、 1リ形:1人などの文様を打'/;1,ヽ ていたものかも

しれない。 90は無文部かなく、 93は沈線の無文部側か瞥起している。 97は 3条 l糾の沈線か垂下し

たものであろう。繕文は、 82-88はRL単節、 89-97はLI-{単節である。 95は回転力向かやや乱れ

ている。 85の外面には炭化物か砧心に付析している。

::18-124は、沈線と Ml磨さ iLた無文部により、 li';-::1人文・ [l:[人文、 W'j心1人文、 H'戸状文、深I, 波ヽ

状文などかれ'iiかれたものであるこ波状LI緑であることか明確にi;忍められるものは、 98-100・102・

103・105・109・126てある。 II緑部無文僻と胴部文様幣か枇位の北線により油iされるものか多いが、

9~1 ・ 103·105は、口緑部に沈線と断面カマボコ；1人の I奇線か巡り、降線上にも塙文か転かされている。

103と105は同一土器の可能竹かある。 106・121-123は口緑部に橋状の把手がついている。 123の把

『は向かって右側へ1thけて作られている。 109は「l緑部の沈線か波状口緑のnエl部で大きな窪みとな

って止まっている。 124は口怜部よて纏文か施されて I,ヽる。縄文は、 98-105・109・116・118・120・123・

124が RL単節、 106-108・110-115・117・120・122か LR単節、 119は不IJJ]瞭だか細か I,、LR単

節な I, しヽ L無節であろう。 LI緑部付近で横転されて I,ヽることか確認できるものは、 98-106・109・ 

115・123・124である。 100・101の内外面、 102・114・122の外面には炭化物か顕苫である。なお、

98-124は、円形状又は渦巻状の文様を構成しているものが含まれている可能性かある。

125-153は、円形状（長円形状のものを含む）や渦巻状の文様力寸贔かれているものである。波状

ロ緑であることが確認できるものは、 125・127-129・131・132・136・137・148である。 127-129・132

は波状 L]緑のl且部か外測に肥厚しておリ、 131は内測に肥厚している。 125は口縁部に沈線と 1硲線に

よる区圃文か抽かれ、 /1111]部に沈線か韮下するものであろう。 i皮状のrn部直下の文様は円形；／大となる。

LI縁部内面にも戊I,ヽ沈線が巡っており、螺施状に連続して波状の頂邸て渦巻状となっている。 126は、

ロ緑部に巡る戊い沈線か、波状のJJ』IIて左石から止められてしヽるものである。 127は、口緑部に微腎

線か巡り、波状のl且部直下は長円形状のモチーフかJi¥'1かれ、その他の文様は U字：1人文で桃成されて

いる。 130は、口替部外面に列、点か巡っている。 129は、口緑部に微I砕線か巡リ、微隆線」ー：にも縄文か

施されている。 136・137は、「I緑部に低状の把手かついたものである。 148は、口緑部に IBJに籠文が施

された平行沈線か巡ってしヽる。龍文は、 125・126・128-130・136・138-141・146・149-151は RLfi'i

節、他は LR単節である。口緑部付近で横転していることか確認、できるものは、 125・126・128・

129・131・132・135-142・144。145・149である。 128・129・141の外面には炭化物が劉竹に付済

して I,ヽる。なお、 125-153には、 U'(状文.W'乍状文• 深しヽ波状文などか-l贔かれたものか含まれて

1, るヽ i1J能竹がある。

o II-E (154~169) 

耳の外面は中央か窪んだものか多 I, かヽ、 159・161・162・169は平illてある。 154-159・162はl「の

外面にも織文か施されている。 161は、且の外面に U字状の沈線かti'i'iかれ、その上位は燭文、下位は

無文である。 162は、耳の付け恨に円形状の沈線か抽かれ、その内側は無文、外側には綺文か施され

ている。 164は）]/iij部に隆線による 1月形状の文様か抽かれたものであろう。 166-169は小刈加のものであ

る。 169は耳が口緑部に貼り付けられており、戊鉢状の形態を早するものかもしれない。 169の外面口
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縁郎無文幣と内面は赤く彩色されていたようである 0 {: 他文は、 155・156・161・164・166・167か RL

単節、他は163を除き LR単節である。なお、 155・16-1c-16li・169は、口緑部無文幣と /Jliij部文様帯が、

降線又は微隆線により区画されていることか確認てぎる◇

Oll-G (170~177) 

170-174は、加曽利 E式とみられる条線文土料である。 170は沈線により、 171は隆線により籠文

と条線文か区画されている。ともに逓文は LR単節て、 I伽l部上位に円形状の区画文か描かれたもの

であろう。 172は微隆線により、 173は沈線により [J緑部無文幣と /JH部の条線文か区画されたもので

ある。 173の外面には炭化物か顕特に付沿している。 174は、条線文を地文として、隆線と研磨され

た無文部か垂下するものである。

175は、比較的小型の口緑部の橋状把手である。繕文は RL単節であろう。 /Jlf1J部の文様は不明瞭だ

が、沈線と研磨された無文部により文様か構成されていたものと思われる。 176は口緑部の角状の突

起で、下位に橋状の耳か貼り付けられていたようである。内外面ともよ〈研磨されており、外面l]hj

脇は浅い沈線状となっている。 LJ緑部には沈線が巡っていたようである。 177は、口緑部に沈線とそ

の下に列点が巡っている。「l緑部は内側に稜を作り、口唇は尖っている。

Olll-A (178~182) 

178-180は口唇部から纏文か施されておリ、 181・182は口緑部の無文帯と縄文が横位の沈線によ

リ両されている。 178・179は口緑部がかなりすはまった形態を呈し、 181・182のLI緑部はやや外反

する。縄文は、 178・182か RL平節、 179-181は LR単節て、 178は約「撚りか弱いものであろう。

181の外面には炭化物か蒻［著に付着している。なお、 180を除き加曽利 E式とみるべきかもしれない。

Olll-B (183~186) 

183・185・186は、刻みや竹管状工具による連続刺突や沈線などか施された1硲線か、「l緑部に巡っ

ていたり、 JJH部に韮下していたリするものてある。ー186は、渦咎状の文様を抽いていたものと息われ、

更に瑶下する沈線により纏文と研磨された無文部が圃されている。纏文は、器血が位いてから施さ

れたものと息われ、不明瞭たか LR単節であろう。

184は、 LI緑部に陥線が巡り、 llH部には 2条 1糾の府線がIll!線を抽いて雨下している（一部か糾か

れている）ものである。 I降線の断血は山形を足する。縄文は細かいし R単節である。

om-c (187~189) 

187は、 1:1緑部に断面山形を呈する降線か巡り、 )jl(ij部には n状の平行沈線か描かhている。外面に

は炭化物付祈。 188は、平行沈線により胴部に J字文などの複雑な文様か抽かれたものであろう。沈

線間にはタlj,1記か施されている。 189は、口緑部が無文で、その下に横位の沈線と列点か確認できる。

o Ill -D (190~206) 

190・Ell・193-195は波状口緑である。 191・194は口緑部かわすかに内側に屈1lt1している。 190・191

は波状口緑の］頁部から刻みか施された陥線か亜下している。 192も同様のものであろう。 191・193 

は波状l二I緑の］且部に戊い刺突か施されている。 194は、波状「l縁の肌部が内側にせり出し、その［有下

に円形の孔か穿たれている。 197は沈線のみにより文様が描かれたものかもしれない。 204は、隆起

」：に連続刺突か施されている。蠅文は、細かく不明瞭なものか多いが、 190・194・199・203・204は
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RL単節、 192・193・195・196・198・200-202・205・206はLR単節であろう。 191は不明である。

190・194・199・203・204の外面には炭化物が凱杵に付柑してしヽる。

o III-F (207~211) 

207・208は、口緑部無文幣と胴部文様俯をlff1jする横位の降線上に、山状の突起又は中央に刺突の

あるボタン状の貼付を施したものてあるぐ~ 刷部の文様は降線によリ漏文と無文部が画され、 207と

208はネカとポジの関係になっている 3 ポl仙とは、 207か L艮半節、 208はRL単節である。

209は、口緑部に巡る隆線上に刻みか施されたものである。

210・211は、波状Ll緑の飢部の突起てある。 210はJ且部か深〈円形に、 211は決く日形に窪んでい

る。 210は口緑部に隆線と沈線か巡リ、 211は外面に RL単節の纏文が施されている。

ON-A (212~222) 

212-220は、口唇部外面がナテられていたリ、沈線が巡る又は浅く沈線状に巡るものである。212

-214は口唇部が内側に屈[Ill又は内同している。 215は口唇部の内外面か没＜沈線状に巡っており、

特に内面は明瞭な稜を作り出している。塙文は、撚りか比較的弱いものが多いようであり、 212は

R無節、他は LR単節で、全て横転されている。 212・214・219の外而には炭化物か顕著に付柑して

いる。

221・222は同一佃体かもしれない。波状口緑の頂部から、刻みか施された降線か畢 lゞしている。

頂部はわすかに『信み、その直下、隆線の向かって左側に浅い刺突か施され、口唇部は浅く沈線状に

巡っている。縄文は撚りの弱い LR単節であろう。

o N -B  (223~243) 

223・224は、口縁部から間闊を附いた沈線か垂下するもので、同一Wi¥1本の可能性かある。縄文は

不明瞭だか、 LR車節であろう。

225 -236·243は、集合沈線により縦位l洲成の文條かj訊かれたものであろう。 I荻手状• 過巻状• 同

心円状或いは蛇行して眠下する沈線などが4州かJ.Lている。 225-227は¥ii]一個体の可能性かある。 243

は、頚部か佑「すぼまった形態を呈する。珀部に 2条の沈線か巡り、その下に、中央に刺突を施し

たポタン状の貼付を中心にした国心円状の上文様か」針かれている。畢下する沈線は 5条ないし 4条

を 1組としている。 111111部蚊大径は約22cmで、文様は 3単位であったようである。綱文は、撚りか弱

いと思われるものや、不明瞭なものが多いか、 231のみ不明、他は仝て LR単節であろう。 225-227

の外面には炭化物か顕蒋に付附している。

237-240は同一11,1111本の可能性かある。口縁部に 2条ないし 3条の沈線か巡り、 /Jl,ij部には 3条 1組

の沈線により曲線的な文様か描かれている。繕文は LR単節である。

241は、集合沈線による曲線的な文様と、区圃内に斜位の沈線か允埴された文様かii¥'iかれている。

地文は渾文のようであるか、判然としない。

242は、 [I緑一部にドーナツ、1人の貼付が施さ iした穿孔かあり、その両脇に竹管状I――具による刺突

か施され、穿孔を中心とした同心円状の文様力囁＼かhている。織文は RL.ilJ. 節のようであるか、比

較的器WTか乾いてから施されたものと思われ、不明瞭である。外血には炭化物か顕著に付着してし、

る。
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o IV -C (244~266) 

2,U-25-t・265・266は、沈線によリ縦位構成の比較的簡単な文様か描かれたものである。 244・247 

は lriJ~-f固体の可能性がある。 II 唇 ,\IIか粋臼付側へ折り返されてしヽる。 250 。 251 は同一個体であろう。

ロ料祁外面に沈線か巡り、 11:¥人の沈線と 3-4条の沈線が 1糾となリ、間附を笛いて雨下している。

2-18も250・251と1,,J.. -1181体かもしれない。 266は、口唇部に沈線と 3つ牝んだ刺突が施さ iしている。

255-:264は、比令沈線により縦位桃成の文様か拙かf.Lたものである。 i/,'b巻状又は )ii]心r1J :I人の文梯、

叫獣的な文様、蛇行して亜下する文梯などがある。 255・259・264の文様は柚位柚成かもしれない。

263の外間には炭化物か晶札竹に付沿している。

ON-D (267~293) 

267-269はLI緑部などに刻みを施した怖線か巡ってしヽる。 267・268は8字状のl仙付(267は柚位か）

かある。 267・270-273・275-277・280は、口唇部内血に沈線か巡るか、 LI悴部か内側に）出JI¥,したもの

である 0 267 . 271 . 272は、区圃内に沈線か充唄されている。 276-278は同一伽I体の可能1生かある，）

279の文梯枯辿も 276-278に姐似している。 280の[I緑部は、一;'illかわすかに突起しているか、単位数

は不明。 283・288-290は、縞文か施さ iLておらす、成形も他に比して机い。 288-290は阿ー11刈体の

可能I"「かあり、幾何学的文闘もやや囚ULている。 286・287は、凶叫内に沈線が允隕されるものであ

ろう "292は文條かrl廿線化している。 293は特沢な LI緑部で、 LI唇部外而に沈線か巡リ、その伯―卜に

細かしヽ刻みか施さ iLてしヽる。口唇部内面はIJ悲）享して稜を作り出しており、 IJ/f予(:ISには細い穿孔かあ

った）J.心跡かある。文條;;1;最上位の沈線内にも刻みか施さ｝してしヽる。 2~)3は他と沢なった形態をいする

ものかもし iしなし‘。繕文は殆んどか翡賞『に細かく、不明瞭なものか多いか、 267・269-272・274・

284・292が LR巾節、 273・276-278・279-282・285・287・291はRL巾節であろう。 286の縄文は

不明。 280・292の外面及び285の内面には炭化物か似且苫に付沿している。

o N-F (295• 296) 

295は、注uの付け根に刺突か施されたl硲線か巡り、口緑部には刻みか施された府線とそiLに平行

する沈線か巡っていたものと息われる。 [I緑部はわすかに外反していたようである。 296はii,「lし器

の把Fてあろう。 l□『のー上位はl、fl扇形の吊手状に突出し、下位は19片広がりとなる。把手の付け根に

刺突から始まる刻みか施さ iした院線か認められる。口唇部は外ll廿し、口縁部に沈線か巡る。地文は

繕文たか、磨i戚のため不明瞭である。

ON-G (294) 

沈線による渦巻状の文椋が抽かれ、その上と jjllj脇に平行沈線間に訓かしヽ列、,,'ょか施された文梯かJ-i1111

かれている。底部は高台状で、中央が焼成後穿孔されている。渦巻状の部分は罰干膨らんでおり、

図の石憫の外形は中央のり、•印の部位、左側の外形は右の入印の部位で実測したものである。

o N-H (297~307) 

297-304は、）Jfr;J部の文様形態か不明瞭な口緑部の破片である。

297-299は無文の口緑部で、口唇部か内,11,している。 300はLI唇部外面に沈線か巡り、口唇部は

わすかに内廿llする。 301は波；1人口緑で、 LI唇部外1frjに沈線か巡る。波状のJ且部はわすかに内訓し、

外面に刺突か施されていたようである。 302はLI唇部外血に 3条の沈線か巡リ、「l悴部は内側に突出
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している。口唇頂部にも沈線と刺突か施されていた瓶跡か品められる。 303は小型土器の口緑部で、

ロ唇邸内面に突線か貼り付けられ、口唇部には沈線が巡り、刻みが施されている。口唇部外面には

小豆大の貼付かある。文様帯最」□位には余斗位の刻みか巡る。 302・303は293と煩似したものかもしれ

ない。 304は直立する口緑部で、刻みのある隆起か巡る。

305は波状口縁の jj'j部である。日唇部はわすかに内曲する。波状のJ}'j部には竹管；1人工具による刺

突か外面に 2つ内面に 1つ施され、口唇部外面には沈線か巡る。刺突の下には穿孔か施されている。

307は口唇・部の装飾である。内外面とも沈線による刻みとその脇に竹管状I具による刺突が施され

る。口唇部外而には沈線か巡る。 307は表面か磨減しており不明瞭だか、地文は某合沈線のようで

ある。小豆大の貼付か縦位に並んでいる。

308は称名廿式上器の波状口緑l且部にみられる貼付文で、 III-Fとすへきものである。刺突と沈

線か施されている。内面l孔部は、図の左側の部分か右側の部分にかぶさるようになっている。

o V (311~319) 

318は内彎する「l緑部で、 し位は無文である。 319は細い数条―糾の条線が間伽を凶いて匝下して

いる。

o VI (320~364) 

320-322は加位利 E式であろう。 320・321は降線か雨下している。 320は地文か他されているか、器

面かボロホロなため糧文か条線か不明である。 322は平行沈線か爾下していたようである。 324の底

面は桐代狼か明瞭である。 325・326は底部中央に焼成後両側からなされた穿孔かある。 342は沈線と

磨消繕文によるやや乱れた文様か柚かれている。称名が式であろう，，繕文は I→●,RH'-節である。 343は

加曽利 E式であろう。縄文は LR単節である。 354・362は平行沈線か爪 Fしている。 356の織文は R

L単節である。 356-358は叫瞭に」ー：け底状になっておリ、 359-364は高合状になっている，9

o VlI (365~372) 

365は益である。断血弧；1人を旱し、 211,1, ト糾の小｛しか内側より穿たtLてしヽる。おそら〈 1対にな

っていたものてあろう。 1J、J1111か―r術に摩かlしてしヽ る。

366・367は白1LL悩である。 367の底血には繕文の/E'/1匁らしいものが認められる。

368-372は）JII曽利 B式であろう。 368は縦位の沈線か施さ ALた後に柚i立の沈線か施されてしヽる。

369は格f目状の沈線か施されてしヽる。 370-372は、内UlJ部の外面に刻みか施されており、 372は一

部か突出する。しヽずlLも繕文は細かい LR単節で、沈線による文様が抽かれている。 370と::371はIn」

一個体の可能性がある。 372は以鉢であろう。
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イ．出土石器（第51図～第54図）

表 4 第 1• 3号川跡出土石器一覧

番号 謡柾 形態 長さcm 幅 cm 厚さ cm 重さ g 石 質 仙 考

1 磨 石 表裏凹有 12 .4 6 9 3 4 402 輝石安山岩 凹み没く敲打痕状、側

（スコリア質） 面にも敲打痕有

2 磨 石 表衷凹打 12 4 7 8 4 1 438 輝石安山岩 表の凹みは 2つ連続、

（スコリア質） その周辺に敲打痕布

3 磨 石 10. 9 8.1 4 2 515 石英閃緑岩 表に敲打J良と磨痕

4 磨 石 表裏凹有 9 9 7.5 3 5 272 花蘭斑岩 凹みは比較的大きい

5 磨 石 表裏凹有 10 1 5.6 3 7 465 角閃石安山岩 裏の凹みは戊〈 2つ連

続、両端敲オ］調照

6 磨 石 表凹 有 10.2 6.7 4 4 417 輝石安山岩 表・側面磨狼明瞭

7 ）ぇ籾―’ 石 :&JH'」1イ'T 10 5 9 2 4 5 682 角伏lイi安山岩 凹みは表 2裏 3連統、

表磨痕明瞭側面敲打狼

8 県 石 表裏凹打 13.4 8 6 5 7 810 角似l石安山岩 凹み表 l裏 2

， 磨 石 表裏凹布 (」06) 8 1 r J . .) r (595) 角閃石安山料 凹み表 2つ連続衷戊い

側而敲打狼、一部欠損

10 靡 イi 13 4 (9 0) 6.0 (692) 角閃石安山府 表磨痕明瞭、一部欠担

11 I9如―’ イi if: リs[[l!jイy l(i 0 8 5 6 t[ 1138 蝉れ安山宕 両端打ち欠かれている

12 院 :/i 』d'-111FI了 10 3 8,2 5 7 691 訓l1i'友山岩 裏凹みは小さく没い

13 I料 石 表凹 打 10 2 7.7 5 7 695 mv,iJ}'.J糸[c/c+r 表凹み 2つ連続、災・

11l1J爪j/科Jふ(IリJIIJ在

14 磨 石 表 凹 イi 12 3 8.6 5.0 720 角閃れ安山岩 側面敲打狼

15 I石'知 石 表凹イi 16.7 5 G 3.9 GOS 糾I床,';_砂''i'f 伯カイオ,;_;J/~ を呈する。

16 磨 石 表裏11'1イi (8 7) 6 9 3.3 (295) 輝爪安山岩 約 1/2欠m
17 I糾 心・ 表 l"lff 8 0 G.6 4 .1 305 角J}'.Jイi安山料 裏特に平lflで）科恥リl瞭

18 磨 イ1 表衷凹介― 15 G 1() 4 7.5 1530 象Ill床:,_/,少y; 衷凹みは戊い

19 汎、h イi (11 4) 7 G 4 5 (572) 角/Xlイi友山府 ｝ゞ 央磨')i・支明瞭、 側川iに

敲廿Ji{イi

20 [llj 石 18.5 lG.9 11 4 2710 輝イi安山宕 l11J名AIよ;Jヽ さい、側面は

（スコリア質） 削られている。

21 イ_[ 1111 /IJ JI; ? (lG.4) 7 2 (1228) 紳U安山宕 衷は蜂の巣状の門み

22 凹 石 蜂の巣；1人 19.8 8 9 10 8 968 輝イi安山岩 かなり Ji,iヤで断j/fj三角

（スコリア質） ）［クリ；、 -l'ill 力ゞJ火—h 、 平—

飢な災か蜂の巣:/)、

23 石 Jill (4 3-5 5) (1269) 角ilしj石安山岩 裏に戊い凹み（敲JJJ良）

24 石 11]1 円 形 ？ (12. 5) (9 0) (1047) 紳ィi安山岩 内川l底磨）氏明瞭

25 ;i_, 枠 (13 1) (3.0) (1 9) (146) 、内紋石墨）｝岩 煩部は晶部の両脇を扶

るように柄き、頸部に

沈線か刻まれている。

26 イ1 怜 (44.0) (8 7) (7 .1) (4260) 緑泥片岩 両端欠m、中膨みの形

態、図の卜位が、表裏

ともやや平担

27 磨製イi斧 定角式 (8 1) (4 2) (2.8) (175) ハンレイ岩 刈部を含むド半欠出、

よく凰かれ光沢幣びる

- -
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第51図第 1・3号）11跡出土石器(1)
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第52図 第 1・3号川跡出土石器(2)
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第54図 第 1・3け!II跡仕',:!・・イi器(4)

(P 71より）

番号 鼎秤 形(,=ill • 長さcm rlr/,i cm 厨さcm 重さ g イ］ 質 価 名▲

28 磨製石斧 乳枠状 (13 6) (5 6) (3.5) (372) 叙MlじJ't:'i'=i' 刃部欠Ill、表衷とも下

イ立中央に敲打狼

29 打製石斧 り<',iiiU JI? 11 9 5.9 2 5 236 ホルンフェルス 表面はやや風化

30 」I製イi斧 う}@H ff; 11.4 5.5 2 2 115 砂質貞岩 札［オLたような形態団す

31 1―i1咋~;[k イーi 9.6 2 3 1 3 47 4 緑泥片岩 先端側辺に快入を施す

il衣:IJ,m ,, 

32 石 錐 (2 6) 1 4 0.7 (2 5) レッド・チャート

3:=J 闘 )', 4.。 3.1 0.7 8 8 、'rtmィ'i
（ ）内は欠損による残存仙

磨伍ては、 3・6・7・10・13・17・19はよく磨ら iLており、 3・7・10は光沢を幣ひてしヽる。 2人」、1、のイけんの表面

もよく肪かiLており、 25の裏血は特に平Jll.になっている。 27は各川］の面取リか』哨tに丁淑になされている 0 28は刃部

欠机後叩石として 1Jj.利用されたものと息われる。
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(4) 第 1号土拡出上遺物（第55図 1)

無文の大型の戊鉢である。外面の口緑部は横位に、胴部は縦位に削られている。内面は横位に丁

寧に磨かれている。内面の口緑部と胴部の境は、輪柏み痕か明瞭である。口唇部は内面が平担にナ

デられてやや尖っている。胴部の底部の撓あたりの内面は、わすかに外廿廿して弱い稜を有している。

(9_-• 
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第55図 第 1号土絋逍物出土状態及び出土士器
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(5) 調査区南西隅出土遺物（第56図）

調査区の南西隅は南西へ向かってわずかに落ち込んでおり、遣物が少量出土した。あるいは第 3

号川跡の続きかもしれない。

ア．出土土器（第54図）

OII-B (1) 

[I緑部に降線か巡り、隆線により円形状の文様か描かれたものである。繕文は RL単節で、口緑

部では主文様の向って右側か横転されている。

OII-C (2) 

u縁部に隆線か巡リ、円形状の上文様かj贔かれたものであろう。一・［文様の上で眸線は山状に突出

している。縄文は L凡単節である。

OII-D (3~5) 

3は、磨泊籠文によリ II字状の文様かj伯かれたものである。織文は RL単節。

4 。 5は、円形状の主文梯かl閥かhたものてあろう。 4は口緑部に1斧線か巡り、揮文は LR単節。

文様の lズ、 I玲線 Lに網文か杜’ぃI位、さ }.Lている。 5は波状u緑て、 l且部か内側に肥厚している。燭

文は RL単節で、口緑,''ill付近で柚転さ hてしヽ る。

OII-G (6) 

LJ !,c予部外1/1jに列，1;¥か巡る波；1人II緑の］且部。縄文は RL単節で、列』¥と褐文の間に沈線か巡る。

OIII-B (7) 

刻みか施された怖線か扉ドしている。

om-c (10。11)

10・11ともに平1J'沈線間に列、1,'ょか施さ hてしヽ る。

OIII-D(8•9) 

8はl」村部か内1111している。纏文は細かい LR単節であろう。 9は口縁陥の把『である。 L]唇部

は内Jillし、内川］は口緑乳IIを1硲線で縁どったようになる。把手の内血に刺突か施されている。縄文は

細かい LR単節である。

ON-B (12) 

3条 1糾の沈線による縦拉の曲線的な文椋などが拙かれたものであろう。揮文は不明瞭だがLR

単紐jと思われる。

o N--C (13~16) 

13・15は「l唇部外面に沈線か巡っている。 Jlli1J部には比校的簡単な文様か描かれたものであろう。

14はu唇部外面に沈線か巡り、縦・斜めの染合沈線などが抽かれている。 16は、口縁部は無文で、

) ][ii]部には集合沈線による複雑な文様かj術かれている。 13の外面には炭化物か如著に付沿している。

ON-D (17) 

ロ唇部が内曲した l」緑部の破片である。幾可学的な文様が描かれたものであろう。

OVI (18~21) 
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19は上げ底状、 20は高台状となっている。

(6) 第 1号溝状逍柚流入遺物

後述するように第 1号溝状遺構は、古J:.U時代に構築された水稲耕作に関連した水路跡と考えられ

る。第 1号川跡や第 3号川跡と切り合っているため、多数の纏文時代の遺物が流入していたが、は

とんどか小破片であった。

ア．流入土器（第57図• 第58図）

OJI-A (1・2)

1は口緑部が横位にナデられておリ、 2は口緑部の横位のナデか浅い沈線状となっている。 1。

2ともに波状口緑と思われ、塙文は RL単節で、口緑部で横転されている。

OII-8 (3• 4) 

3・4は同 ・11JI体と息われる。 Iポグの文様形態は不明だか、 1条の隆線か亜下している。纏文は

I, R巾節である。

orr-c (5~10) 

5は、 I斧線と研崩きれた無文部か雨下している。燭文は LR単節である。

6 -10は、隆線と研磨された無文部により、円形状又は渦巻状の文様かi伯かれたものであろう。

6-8は波；1人口緑で、 6・8は波状のJ且部か肥駆している。 6はu糸改部に区圃文が作られている。

縄文は、 6・10か LR巾節、 8・9はRL単節、 7は崩滅によリ不明瞭だか、 LR単節であろう。

OII-D (11~20) 

11-13は、沈線と研既された無文部か軍下している。綱文は、 11・12か RL巾節、 13は LR.iド節

である。 11の外旧には炭化物か湿肌苫に付粁している。 13は称名か式かもし iしない。

14-18は、沈線か深しヽ波状などを拙〈ものであろう。 14・15は内阿する 11緑部で、 14は 1条の沈

線が巡る。纏文はいすれも RL単節で、 14・15は口緑部付近で柚転されている。 14の外面には炭化

4勿か凱竹に付沿している。

19は沈線とりJfJ供された無文部か韮下しているか、文様の仝体的な形態は不明である。縄文は RL

州節。 20は円形状の文梯が抽かれたものであろう。口緑部に RL単節の縄文が横転されている。

OII--E (21・22)

21はRL単節の繕文が施されており、隆線による円形状の文様が拙かれていたようである。 22の

地文は条線で、耳の回りを隆線か凹み、口緑部と胴部の塙を隆線が巡っていたようである。 22の耳

の内側には酸化鉄か厚〈付箔している。

0[[[-8 (23• 24) 

23・24は鎖状のI卯線と沈線が亜lくしている。縄文はともに不明瞭である。

o III -D (25~28) 

25は、 I洛線により、磨消纏文の文様が区両されている。網文は、 25・28は不明瞭だか、 25かRL

単節、 26-28はLR巾節であろう。
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第57図 第 1号溝状逍構流入土器(1)
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第58図 弟 1号溝状遺構流人土揺(2)

- 81~, 



Olll-F (29) 

波状口縁の頂部に耳かつけられたものである。耳はやや捩れたような形態を呈する。内面に大き

な刺突が一つ施され、外面には耳に連続して刺突が 2列に施されている。

o N -D  (30~33) 

30の口唇部は内側に屈曲している。 33は、わすかに内111]する口唇部の外血に沈線か巡っている。

纏文は、 30はLR単節、 32はRL単節、 31・33は不明である。

O N-H  (34) 

内曲する口唇部の装飾文様である。外面には 3条の沈線による刻みが施され、両脇に沈線が巡っ

ている。内面は中央が縦位に少し庁み、やはり両脇に沈線か巡っている。

o V (35) 

o VI (37~47) 

42は縦位の沈線が匝下している。 43の底はかなり紺〈なっており、ややI・.げ底状である。 45-47

は高合状になっている。

イ．流人石器（第59図• 第60図）

表 5 第 1号溝状遺溝流入石器一覧

番号 器柿 形,ヽ~iii ヽ 長さcm 輻 cm 原さ cm 爪さ g 石 質 1iiH 名

1 磨 石 表裏凹イi 10 8 8 1 5.2 630 角IX]石安山岩 凹み表衷とも 2つ連続

側血・図の Jj'j部敲打狼

2 崩 石 表凹イi 11. 0 10.5 5.7 1410 角松111安山料 表l和艮明瞭

3 凹 石 器 状 g 4 7.0 3 1 199 輝イi安山岩~ jjコI叫霜鉢状に窪む、 IIIIJ

1/1jの一部・衷面は平Jll

4 1111 石 (19 5) (15 .6) (7.2) (2540) 紳石安山岩

5 イl 鐵 凹仙無苓 2. ¥J 2.3 0 4 1. 7 チャート |・・半は少しすはまる

6 

“ 
j: 放 平枯無茎 1 6 (1 5) () 4 (0 7) 砂質頁岩 正三角形状を星する

7 イ1 鐵 (2 .1) (1 4) 0.,1 (1.0) チャ・・・・I、

8 イ1 毀 凹）よ無苓 (1.4) (1 4) 0.4 (0 8) チャート

， 尖叫器 3.7 2.6 0.9 8 G Ii少附/[[閉｝ 鐵形尖煩器

（ ）内は欠拍による残存1直

3は凹石としたか、内血て磨るために利川されたものであろう。 9はいわゆる鐵形尖珀淵の一付であろう。
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第GO図 筍 1 号、i閥状遺構流人イ）~器(:2)

(7) ,N彩J・．悩（第61図）

1・2は第 1号川跡より出!・.した 0 しヽすiLも微l硲起線文により文l贔かJ晶かhてしヽ るが、 1はじ'['.

状、 2 は直線的に—ffiドしている。微l命起線文により亦色舶料か施さ iL た爵じ分か区訓されている。 l 

の内間仝面にも亦色紺！料か施されている。

.3・4・8は第 3号Jlj跡より出 l・：した。 3は小11/J;,紐形L・.器の小破）『てあろう。口緑部にかなり太

〈高い l祈面山形の突幣か巡り、その下に沈線と 1玲線による弧状の文様がみられる。 1人Jlfllは全面、外

血は弧；1人の l砕線より lヽ―位を l徐ぎ亦彩か施されている。 4はいわゆる条線文t器てある。おそら

くLI緑部はナデにより無文となっているものであろう。外面の条線はI料滅によりあまり明瞭ではな

しヽか、蛇行して畢下している。赤色仰料は、外面には施さ 1.Lていないか、内而には1[1蘭1.6 -1.8 cm 

の弧状の幣かJ伯かiLている。土器の色調は、表面・胎上とも黒色を呈する。 8は 1・2に煩似して

おり、文梯をJ州＜微I硲起線によリ、亦色顔料か施さ iした部分か区圃されている。内面にも赤色舶料

か施されてしヽたようである。

5-7・9-11は第 1・3号川跡から出上した。 5は小刑壺形u怜の耳部分てあろう。耳の両脇

の横位に巡ると息われる序んだ部分と耳の下の弧をj蘭uしんだ部分を除き、赤色顔料か施されてい

る。耳の外面は土器の表面ごと側離しているか、顔料が施されていたものと息われる。内廿りには全
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第61図 赤彩土器

而に赤色顔料か施されている。 6も小刑壺形士器の.L[部分であろう。文様を拙く微院起線により亦

色i珀料か施された祁分か区血されている。内面には舶料は施さ hていない。 7は、上器自体も麿i戚

しているため、顔料も料がれておりあまり明瞭ではないか、文様を抽く隆線により亦色釦料が施さ

れた部分か区叫されていたようである。内血は全川iに赤色舶料が施されている。 9・10は 1・2・

8に姐似し、文様を1伯く微I硲起線により亦色顔料か施された部分か区圃されている。 9の内面には

舶料は施されていないか、 10は内面仝面に施されている。 11は、無文の [I緑部と繕文か沈線により

区両されたものである。蝿文は L無節で、縦位に施されている。外面は沈線を含む口緑部に亦色顔

料か施されており、縄文の上位、特に条に顔料が少しかかっている。内面は仝面に顔料が施されて

いる。なお11は、 4破片か接合したもので、 1片を除き表面か磨滅しており、縄文はあまり明瞭で
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はない。特に下位ははとんど不明である。

出土した赤彩土器は、はとんどか胎土は粕選され焼成は良好であるか、 4のみ胎土は砂を多く含

みあまり精選されていない。いすれも加曽利 EIII式 ・EN式土器と名えられる。

(8) 木製品

〇漆器杓子（木匙）（第62図 I~4)

第 3号川跡より出tし、縄文時代中期末業～後期前策のものと名えられるか、詳しい時期は明確

ではない。この漆器は、近年明らかになってきた綱文時代の漆器群のなかに、ひとつの器種を明確

に位附つけることになった。苅能泥炭層逍跡出上の漆器の恨苫によって、蠅文時代の漆盛は、監胎

のそhを別にして 7悩種に分煩さ iした(,;+1)。本胎漆悩は、 日常生活に用いら iしたもので、鉢•

決鉢.Jfll. 壺・椀・注ぎ具・杓fが存在したものである。それぞれの器柾には形態差がある。たと

えば杓子のなかには、大形の掬い具と小形の匙か想定されていた。本遣跡出土の木匙ははぱ完形に

近いもので、縄文時代の木匙を代表するものとなろう。

〈法贔と形態〉 木匙は現存長16.8cmで、 TOにもつh村の作II分（把手）か 6cm+、掬うための身

の部分（匙身）か11.3cmであった。朴jの太さは 1.2 cmはどで、断面形は角の円〈なった三角形に

ちかい。匙身の部分では、最大1[1/,¥3 . 2 cm十で、 J立大原は 0.6cmである。把手の端はやや刈手に作ら

れ、 1[1/1¥広になっており、中央部分は〈りぬかれている。この作業は、此の内側の）j =掬う面の方か

ら主として行われていた。未端を欠担しているものの、沿1tt1の具合からみて、ぐるりとまわって把

手の部分に穴か設けられていたものであろう。この穴は、紐・を通してりち歩いたリ吊リドげたりす

るための用をなしたと名えられる。

匙身の名ill分は、一側緑ははは1'し1行なつくりであるか、他の周緑は円味をもたせたものである。後

者の緑辺は、したいに洲くなるように1上上げられている。直な力`の緑部は、はんの少し剖かれては

いるものの、厚味をもっていたことかわかる。この側辺は、 Je『の畠i分も刊I線的につ〈られており、

本米の形も現介のそれとははとんど変らないものと想定される。すなわちこのスプーンは、 :lことし

て）廿いる部分か、先端から円味をもった一側にかけてであると、あらかじめ名えられての作であっ

たらしい。さらに匙身の〈ばみと把手の関係からは、この木匙は左手にサって使われたものといえ

よう。）J能泥炭）箇逍跡の木匙は、緑辺部まで残存して形態のわかるものかないか、匙身の沢~Lili は左

布ともに丸かないつくりである。また菜畑逍跡出上の弥生時代加期の木匙 (;¥t2) も、平而形は左右

対称であった。本逍跡出七の木匙は散連崩に似た）I烈態で、同様な用法で使われたものであろう。

〈命漆〉 この木匙には亦漆が沿られている。その裕りはきわめて丁寧で、欠損部以外に漆の剖

洛はみられず、全而にしかも均質に冷られている（第62図 2)。炸能泥炭層逍跡出上の漆器の重ね

亦り観察では、杓子や椀などのii器の祢りが、縄文時代後期中菓以降の逍物には改良されていたこ

とか分った。本逍跡出□上の木匙は、こうした技術改良の時期に先かけるものであるか、しっかりと

した仕ートがりとなってしヽる。縞文時代の木製容器知一食料・，v1;JJ:り！具の祢漆は、実）IJ的な瓜味か強か

ったもので、他の遺物の亦色布彩とは別に、機能 J-_の必要から施されたといえる。

〈付祈炭化物・用途〉 木匙には部分的に炭化物が付桁している。それは、埓能泥炭層逍跡出土
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の漆器椀の内面についていた炭化物と非和に似かよったものである。表面はザラザラとしており、

ちょうどカレーライスを食べた際にスフーンについたカレールウの様な感じである。第62図 3のよ

うに炭化物が付着しているのは、匙身の部分でもり、把手には全く付培していない。しかも、掬う

面の方に炭化物の付溶は著しく、裏面の把『に近＼ヽ (ii¥分の方には、炭化物は部分的にしか残有して

しヽなしヽ。

この様な付着炭化物と木匙の形態は、漏文時代の漆器の用途を明らかにしてくれる。これまでに

発見されている漆器は、多くは調岬にかかわる道具であった。福井県鳥浜貝塚出土の浅鉢.!Illの知

（註 3)は、● 海の辛、山の幸を盛る 〇快肉、山菜類を調I開する ● 堅呆煩の粉をこねる、根

菜類を磨ったものを扱う といった、作業鉢・調理具として用いられたものである。そして舟能泥

炭層逍跡出上の漆器からは、注ぎ具・杓fが加わったことから、 0酒、水、獣油等を掬う、移す

〇粉、豆知などの小粒を掬う、移す などの具体的な纏文時代の調埋作梨を想定することか可能

となった（第62図 4B・C)。

そして、今同報告した木匙は、蠅文時代の食器の組み令せを明らかにしたものである。第62図 4

Aは、木帆と木匙の組み合せの図である。この組み合せ＝木椀の内暉炭化物と木匙の付着炭化物は、

食小の様式を物語るものであリ、ンチュー様の料理を掬う姿か浮かびあかってくる。繕文時代の匙

には、埼玉県内でも舟山逍跡で上製品の発見 (ii「4) かある。 t製の匙は、近年日本列島全域にわ

たって分布していたことか明らかになった (,ti:5、 6)。岩手県小田追跡では15見i、といったまとま

った出tかあった。木製品の場介、通＇常の遺跡では残らないことか、その出 1-.州を少な〈している

I原囚てあろう。

註 1 山田昌久他 『）す能泥炭層逍跡発掘調杏報告書—•一人工追物・総栢編 』 埼l喝［教ff委員会 1984 

,； I: 2 中島伯幸他 『菜Hil遺跡』 ）加化Ii文化財，！彫杞報告第 5比 唐沖市教育委員会 1982 

;tt 3 山田昌久 r、島浜貝塚』 縄文削期を主とする低湿地逍跡の調森 1 福井県教rt委員会 1979 

,it 4. 古川國男他 『）i]山遺跡』 埼玉県J'lり巌文化財晶情報告古第 9集 埼h児教育委且会 1980 

,,!: 5 小林康男 「縄文• 弥生の匙形i製晶」『w見第 3巻船 7J,J・ J 981 

"「 6 ii暴村束男 「閉：『県）し年脇瑣跡出上の匙）13」点iにつしヽ て」『iiJJ木』第 7り 1982 

,;I: 7 111村良叱 (,Jヽ111逍跡発趾調ft1 )(追町教行委¥;[会 1979 

(1廿川昌久）

O丸木舟状木製品（第63図）

丸木舟の端部と息われるが明瞭ではない。銭仔長 70.6cm、残存訓蘭 29.7 cm、最大厚 7.7cm、最大

高12.Ocm。丸太の内側を浅く凹形に削って成形されている。図の下位はど底か博くなる傾向かあ

り、原さ約 3cm、深さ約 9cmであったものと推定される。背面は木の表面を簡単に削って平川に

したようで、重心がやや図の左側へ傾く傾向かある。端部は丸く成形されている。樹帥はコナラで

ある。

(9) f~、 9月 (TfJ応柊11収25--37)

マグロ、学名 Thunnusthynnus (dinne) の椎休である。径約 3.0cm、長さ 2.7cm。保存処雌には

Binder 18を喰布した。深谷市でマグロの＇性が出 l・：したことはi主目されてよかろう。
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V 古墳時代の遺構と出土遺物

1 . 古墳時代の遺構（第62図）

0第 1号溝状遺構

長さ約?Omにわたって確認された溝状逍構である。調壺区の南西間から北束隅にかけて、かなり

蛇行しながら調査区を斜めに縦断しておリ、特に調査区中央では大ぎ〈東に迂回している。輻1.5-

2.5m 、深さ 60-?0cm はどで、 w1~tー：は黒色土、 ll―f1i灰色土を晶本とし、特に泥炭質の黒色土は中央上

層から中層にかけて堆柏していた。底輻は 0.3-0.5111はどで、』し本的に両岐にテラス状の平J且部を

一段有するようであるか、カーブする部分では、外側のテラス、、I犬平 JI~部か 2段以上となり内側は無

段となる傾向か認められる。また、土層の状態を観察すると、比較的知期間のうちに埋まってから

再構築するという過行を何度か繰り返したように見受けられる。

出じ逍物は、:t器は、台付甕のIJ却部の他はいわゆるハケ目を打する微小な十帥器破片か数はl、とご

く少なく、いずれも」・ー：層～中屑より出上した。しかし、木製鋤や、木製加の把千を含む木）＇, 尺かは数

多く，＇廿土し、稲穂も出土している。

なお、この第 1号溝状遺柚は、，VIJ:1t区の北半において縄文時代の筍 3号川跡と第 1・3号川跡を

戚攻して構築されている。このため第 1号溝状逍構の投上中からも川跡から流入したと思われる多

数の繕文上器• 石器・クルミ算か出上した。また、切り合いの部分においては牙化卜の判別か囚難で

あった場合か多く、船62図では4仕定復応を行っているが、溝状追l府の底部の形態は、溝状遺構か川

跡より深かったためもあって、比較的明瞭に確認、できた。

0第 2号土砿

第 1号溝状遣桃と第 1号川跡の間に位附し、 2.4mX1.8mの不丸吝に円形のい広に、小さ〈戊いJili'

鉢形の上拡か北側と南側に付随したような1勺f1iプランを＿呈する，，深さは約60cmである。付随する

小上h人は北側は深さ約30cm、南側は約20cmである。毅上は泥炭質の黒色」を）,t本とする。

輻0.5-0.Sm、深さ約 15cm、長さ約 4.5mの小さな溝状追柚により、第 1号構状追桃とつなかっ

ており、第 1号溝状追構に付属する瑣構と考えられる。

2. 古墳時代の出土逍物

rfiJ: 仇時代の逍物は、全て第 1号溝状逍構より出土したものである。土悩は、図ホした台付甕の脚

部・うrnの底部の他は、一成の IJ緑部やハケ目を打する帆の/Jliij部の小破片か数，点出tしたのみである。

これらはいすれも毅t上～中）蔚より什¥.:Lした。少祉しか出土しなかった l灌怜に対し、加工品を含む

木片等は、主に覆上中～下層より大贔に出上した。
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A
 

A' 

l. 黒色土泥炭質

:2. 黒灰色．ーjこ

3. 貼灰色十:,

j. 灰色十．。砂を含む。炭化物を少低含む

5 . II丘灰色＿い砂を少：,:、炭化物を少：.: 含む．

B
 

G. I火色上。砂を特に多く、炭化物を含む。

II訂灰色1ー。砂を多く含む。炭化物を含む。

8. 11;'; 灰色上。砂を多屈に含む。

9. 鳩色上。砂を多く含む。枯性強く、しまリ池い。

10, 砂附i。占灰色かかる，

B 

1 . 児色I 泥灰質

2. 児色I. 1より IIJJるし、ヘ

3. 黒色:!・ 砂をわすかに含む

4 .、児色L,ii少を含む, IX化物を含む s

5 . 児灰色I。砂を少:,]含む C 炭化物を含む。 t,'d牛強しヽ,.

6 開灰色L 砂をわすかに含む。炭化物を含む。砧I'!:強

く、しまり悪し＼

7 . II礼灰色:¥:, 8より明るし、ー砂を多く含む 3

8. 11, 且火色L, 9より明るし‘。砂を多く含む !'I色村」1料

f 、炭化物を含む．砧i'I—り狙し、

9. II孔灰色I. 砂を含む．，

C 

10. II訂灰色L。 7より lリIるし、 砂をわすかに含む。粘l'I怖

し、

J l. 11,'1灰色—I位 l) より明る＜、 10 よリ II{\ し＼。砂をわすかに

含む。粘性強し‘。

12 児灰色Iー。砂を少贔含む。炭化物をわすかに含む＂枯

性強しヽ ，9

13, 黒 灰 色I.。12より Ii[¥し‘。砂を少：ii、 lり})i白色柏I・ 粒

fを含む、炭化物をわずかに含む、砧i牛強しヽ 。

14. 11{; 灰色し砂を多〈含む c

15. ,',I,', 灰色Lく，砂を多：社に含む

16. 1¥I火(i"/i少11'り"

c
 

l. 晃色L.ilicJ火質

2. 黒色I, 1よリ明るし、 砂を多州に含む。

3 . 黒色し 2よリ 11{;く、 1より明るい。砂をわすかに含

む，

4 黒）火色し砂を含む 白色粘 Iぷ,:fをわすかに含む。

5. 黒灰色:I'.'4よリ明る i、ヽ．砂を多く、白色砧l粒fを

わすかに含む，

6 . 砂）r'i。砂の松I[-はii放乎Ill,

7 . 炉．灰色t 砂を含む 枯性強く、しまリ應［しヽ，．

8. 黒灰色J-. 7よリ 11)1るし、 砂を含む。

9 . II名灰色L 砂を多く含む，

10. 11;; 灰色 L. 9よリ明るしヽ，砂を含む・, 白色枯口ふ［を

多〈含む

11. 11(; 灰色＿し砂を多く含む。白色帖tぶ，-fを多凰に含む。

札',·i'f:•J且i し‘••
12. 1111灰色L. 9、]()よリ II訂しヽ，，砂を多く含む。炭化物を

含む，柏竹強し‘。

認、砂屈炭化拗を含む。

14. ii少it'!-.ii少の料l-[-はti!し‘。

l:i. I陪灰色し 10より明るい，砂を少：，：ー含む。炭化物を含

む，粘性強し',

Hi. ll(il火色I.,15よリ明るし'co砂を多贔に含む。炭化物を

多く含むく●

17. II孔灰色I:,砂を多く含む。

゜
1m 

第65図 古泊時代の遺桃十州断佃
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ア．出土土怜怜（第67図 l・2)

lは土師器合付甑の脚部てある。践行心 7.5 cm、底/1:5.5cm。外面には縦位のハケ整形の後、ヘ

ラ状工具により削ら hてしヽる。端部外血はナテら i.Lて＼ヽる。内面は横位に丁寧にナデられている。

胎土細、砂を含み、焼成良好、柏色を 'I'する

2は上師器乳の底部てある。球形にり上った胴晶を行したものと思われる。践存高 5.7cm、推定底

径7.5cm_. タ杓uiは斜めのヘラ削りか認めら iL、底；訊は比較的薄く、 l・ ―げ底になってしヽる。胎t細、

砂を含み、焼成良好、淡褐色を呈する

イ．木製品（第67図 3-5・ 第(i8図 6)

3は木製鋤の把手である。把手部分の半分以上を欠祖してしヽる。第68図 6とはかなり 1柄たった、

第 1号溝状逍構の南端近くより出上した。残仔長15.8cm、柏1j1/,¥2.8cm、原さ 2.2-2.5cm。把手部は、

表・表・ !Wl川iとも斗汀11に/JJJ]□さ;/Lてしヽるか、正血は狭〈、裏訓はやや広く、断面は合形状を':flする。

姐部に浅しヽ V字：1人の沈線が刻ま f.Lておリ、 l内の断面は円形を］礼する。板日材を加r.して製作された

ものと息われる。 1かj神はコナラである"

4は用途不明の木製品である。長さ 28.6 cm、践:(J=llii',¥14. 7 cm、厚さ l.7-2.5cm0 J[[f[j は }JJJ~L/Hか

多く認めら h、央面は柚位に丸みを行し、柚位の断血は三 l:1月状を呈する。止rI1iLi立には慇状工具

によるものと息われる戊<!l、ーしヽ 溝か削ら iLており、下f立中央にも削られた跡かある。 F位の向って

左側には稜を作り、その囚辺に刈傷状の般跡（釘か抜けた）j匁跡とも息われる）か忍められる。正）j

形に近しヽ釘穴と思わ ;/Lる穴も 4ヶ1iJi認めら lLる。下端は1料耗してしヽるか、使用のためと息われる。

なお、左端を欠州している この木製品は、ぷ汁府して上起こしなどの用途に川しヽら hたとも名えら

iしよう, 1'11目H力、）甘しヽら iしてしヽ る。札l柾はノヽルニレてある，9

5は板状の木製晶である。銭行に26.0cm、銭仔ill/,¥11 . 4 cm、)厚さ 2.1-2. 9 C!Tl。+ii日材である。 1E

如 lllJiTJfは丁淑に平Jllに）Ji!~-「されてしヽる。側而は、端；111は正面へ、 il!IJ辺は裏訓へわすかに1姐しヽ ている。

｀正面向って右側（本来は似材の 1ド央あたリになるものと息わhる）に縦位に伐い溝か彫ら hている。

止Jflj面とも釘穴か数ヶ所，J忍められる。 HJ神はノヽルニレである。

6は二股の訃IJJである。残存長 35.6cm(作）IJ g1aミさ 25.2cm)、作）廿部,1肌15.6cm、Willi/,¥3. 7 cm、作）廿

部I'/さ0.3-3.Ocm、柏厚さ 3.0-3 .4cm。全体はスコップ形を呈．し、 1卜央の快人はにさ 9.2cm。鋤先

端部は向かって左側はややI享く平Jqであるか、布側はil!IJ辺か薄く断面か閲い弧を抽く。正裏面とも

磐状工具によると息われる）Jll」□狼か明瞭である。裏面は縦位）j向の間リか明瞭で、縦位の弱い稜か

数条認められる。!卜rtriも概ね縦方向に削られているか、 l内の近〈では斜めに削られ、釧の先端も ¥i'

こ［細かい調整か加えられてしヽるようである。作）廿部の正面は中央かやや高く、鋤先は平寸且である。

裏而は柚位＾に加い弧；1人となってしヽる。作用部の1!11J辺は、全体に向って左側か）早く、布―側は削い。正

衷血とも小さしヽ穴か数ヶ所品められる。柏は断訓円形を呈するか、作川部との燒あたりは側辺力、平

ti・［に}]11」：されている。正面か木の中心を向く板I□I材か用いられてしヽる。 iふj柿はシラカシである"

なお、他にも杭状の木製晶などか出十ーしているが、紙訓晶の関係で褐載しえなかった。

~94 ---



□1 口／

O 10cm 

第67図 第 1号溝状遺構出I遺物(1)

—·95 ---



<-[>——
＇ 

＼
 

>•
1

9
,
＇̀
 

（
 

,¥）
I
 

二

[

]

O

l

"

，

ーJ
 

．
 

',＇
,
9
 

二

\
[
＼
ー
ー
）
、
~
i
,

＼
 

',． 

¥[l 

＼
口
＼
ー
~
~
i

,‘
 

,
＇
ー

1
'
、

二

0

,

’

¥
/
(
o
V、

¥

¥

[

 

i

、

[
 

•• 

,．,,・,＇.,．

i
'
ァ

＼

＼

．
 

＼
 

＼
 

一一＼

＼
 

•9. 

゜

,~,

i\/ 
l¥

／-¥＼ーニ

ロ□
 

＼

（

 

I

¥

 

n□
□
口
〕
□
□
日
り

==="~---=-~===:~ 三二二□―

゜

1
0
c
m
 

第68図 第 1号溝状遺構出上追物(2)

- 96~ 



VI 赤彩漆器及び赤彩土器に用いられた顔料

深谷町逍跡より出土した赤彩漆謡 1'点及び亦彩土器 3点について、用いられた顔料の種類を明ら

かにすることを目的として、蛍光X線分析及びX線回折分析を実施した。 t器はいすれも縄文中期

末菓に属するものと考えられる。漆器については加曽利 EIII期から堀之内II期のいずれかに属す

ることが確実なものの詳しい時期は不明である。亦は、赤彩漆器では勿諭のこと、赤彩士描のいす

れにおいても秤度の差こそあれ、硲膜状に残存している。 IR分析や元索分析或いは薄）iによる顕微

鋭観察等は実施していないか、一応これを漆と理解してお苔たい。

赤彩漆器では赤色亦膜の一部を採取し、これを試料として）甘い、また赤彩t器は土器をそのまま

で試料として用いた。 冒

蛍光X線分析は試料に含まれる）し索の柿類を明らかにするために実施した。測定には、埋学虚機

KK製大刈rJ不定形試料用蛍兄X線分析装附を用い、 X線管球；クロム対陰極、分光結晶；フ‘ノ

化リチウム、 i':[J)J[I電）／ーE-霞流； 40 kV--20mA、検出悩；シンチレーション叶数骨、 iWJ定雰阿気；大

気、ゴニオメーター走沖t辿度； 1°(20)/分、記録紙辿度； 4cm/1分、ゴニオメーター走査範l川；

20°-65°(20)、の条件で行なった。なおフルスケール、時定数は適宜設定している。

刈＜彩綺さ器の命II拠片からは切、 (Fe)か検出さ hた。また亦彩l灌怜 l、 2、 3からは鉄の他に ,]Ji鉛

(Zn)、ルビヂウム (Rb)、ストロンチウム (Sr)、ジルコニウム (Zr) などが検出された。鉄は紺i

料と /l合上の両杵に「t,米するものと名えられるか、他の几索は胎tのみに巾米するものであろう。た

だし L器胎上にピークとして詔められる村の,JE鉛か人る例を、へ介者は今までに知らない。

X線回折・分析はぶ料に含まれる鉱物の柿知を明らかにするために実施した。測定には、理学‘心機

KK製文化財i!IIJ定）廿 X線皿折装i府を川い、 X線竹球；クロム対陰極、フィルター；バナジウム、印

加虚圧-― '1じ流； 27. 5 kV -10111 /¥、検出悩；シンチレーション,iiー数行、発散側及び受光側ソーラース

リット； 0.34゜、！！｛｛射 ~l/'1lill 限マスク； 2mm、時定数 2、ゴニオメーター走在辿度； 2°(20)/分、出

鐸紙辿度； lcm/分、コニオメーター走介範l1fl; 60°-30゚ (20)、フルスケール； 400cps、の条付て

行なった。

亦彩漆料の平I]仇片からは亦仇鉱のみか、また,Ji;彩上器 l、 2、 3からは亦欽鉱に加え、イi災や↓ミ

石が検/_/Jさiした。この場合、石災、艮石は上げ怜胎」こにrlJ米するものであろう。なお亦鉄鉱のli附忍に

は 2.51人(20 = 54. 3°)、2.69人(50.4°)、3.66人(36.5゚ ）などのピークを）IJ vヽた。

以卜のことから、亦彩漆器 1/ょ及び亦彩七器 3,'ばに用しヽら iした舶湘I・はI,,ヽ ずれもベンガラ（酸化弟

二鉄）であることか明らかとなった。この鈷呆は縄文闊代の朱（硫化水銀）の籾現は後期中菜で、

それ以前に用いられた亦色珀料はベンガラのみと言う従来の研究成呆 (iit) を袖強するものである。

§ ,h、 m曰~~ 器~~ ~ 3 ~ ~ ~ 一 ..... 

祖i湘Iび）がn閃ii 歯光X'線分析......... X 線 'Iリ］析...分析 —•• ..  1而" ぢ
鉄 水銭 亦鉄鉱：亦色硫化水銀

ベンガラ 寸 - 十 -一9' -- 揮文II、『代中期木策～後期伯菜第62図

ベンガラ 十 — + ― 縄文時代中期末艇第Gl図 7

ベンガラ —I— ~— + — 繕文11が代中期末策 第61I又]8 

ベンガラ i , — +— ―.. - 繕文時代中期末策 第61図11
・・・- - ''"  .... ●● " --... , ' - ' ' ' - - ・  ・-・・・-・・・----~-
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辻 田辺義一 「日本石器時代の朱について」 『人類学雑誌』第53巻第12号 1943 

成瀬正和 「赤色冷彩土器・ 漆亦土器・漆液容器」 『寿能泥炭I曾遺跡発掘調ft報告沓 人工逍物編 』

埼玉県教育委員会 1984 

（成瀬正和）

VII 結 五
口=-＝日

深谷町逍跡は、現地表面を約 1.7 rn掘り下げて確認されたいわゆる低湿地逍跡である。現地の発

掘では軟弱な地盤と地下水のi勇：：L'iに常に悩まされたか、最近注目を集めている各地の低湿地逍跡と

同様に、亦彩土器、木製品を含む木片類、クルミ・ 1、チなどの秤—f煩、稲穂の一部など、台地上の

遺跡の発掘調査でははとんど検出されることのない遺物か盟富に出土した。土悩や石器なども多杭

に出十＿し、こうした仕i上遺物により深谷町逍跡は、綱文時代中期末菜～後期前菜及び古打't時代中期

頃の文化の痕跡か留められていることが確認された。 U¥上遺物の総数は、微小な戚片まで含めると

2/Jー、点を越えるものと推定され、その仝てを網羅することははとんど不可能である。この報告苫で

はご〈代表的なものを紹介しただけだか、逍跡の'jifjオ各• 特徴などは概ね且!!鮒していただけるものと

息う。まとめとして、調ft結果から名えら hることなどを、ごく大雑把に記してお恙たい。

籠文l翡代の逍構は、 3条の川跡という言わば白然追柚か主体であリ、人工の造椛は上拡 1J,tと第

1・3号川跡内の丸太を足場状に成;;りした肌柚のみである（第 2号川跡のみ人丁ーの溝跡である可能

刊かある）。出上燐物は、第 1号 1』)）、i'H卜の没鉢形上器を除きはとんどか流人又は廃棗されたもの

と名えら f.Lる。出 j-_j灌怜は、大半か従来の編年の）Jll曽利 Elll式～堀之内 II式にあたるものである。

追物の出土状況から、 3条の川跡ははは・1;,JJIか期にtftlしたものと推定され、形状からも第 3り川跡

か本流と苔えられる。なお、川跡という’性格のため、追物出J-_状態の層位的な検叶も 1木］りmである。

出上土器ははとんどか小破片であり、元形に近い；I犬態に復原で苓たのは第28図76のみである。イ呆

仔状態は仝般的にあまり良くなく、表面が磨減しているものか多い。報文では17・18ページのよう

な簡単な分知を行い、それに従って叫述したか、多分に恣瓜的かつ混乱していることも指揺iさf.Lよ

う。しかし［：出のような状況のため、分如による記述は飽〈まで使宜的な方法であると判解してい

ただ苔たい。

近年になって資料の大輻な培加に伴い、 1]11 曽利 E 式・称名寺式• 堀之内式上器などについては、

閉式論、編年論、系統諭などの論議か4寺に盛んであるか、ここではこうしたことにあまり深入りす

ることはできない。そこで、先学の研究成米を柏りとして、 tに出上したt器の文様などから名え

られることを芥干検吋し、ご〈大まかな流れを追ってみたい。

さて、当逍跡で出L:.した渾文上料は、「燭文中期上器桐の舟編」（谷井、、Iー：,;1椅、大塚、鈴木、青木、

金—f、細田、 1982) を参附すると、 XIII 期、従米の編年では加］り利 Elll期に始まるものと名えられ

る（それ以前のものも出上はしているか数祉的には微々たるものである）。 IJ緑部文様札『を行するも
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のははとんど認められず、加曽利 Elll式でも比較的新しい段階から始まると考えられよう。加曽利

E Ill式と N式の判別は小破片では困難なことが多いか、加曽利 EN式と認められる士器片もかなり

の数かある。この報告書に掲載できなかったものを含めても、続く称名寺式• 堀之内式土器を、数

量的に完全に圧倒している。加曽利 EIII式 ・N式土器の文様構造は、笹森健一氏による深谷市内の

島之上遺跡・出 LJ逍跡を素材とした詳細な分析（笹森 1977)があり、深谷町遺跡の出土土器も場

所か近いためもあってかなり｝、J'(似した様相を示している。

加曽利 EIII式 ・N式土器の文様は、縄文を地文として 1条の隆線により拙出されるものの他は、

眸線による場合も沈線による場合も磨消部分を伴うのか一般的である。特に沈線による文様は、磨

消縄文（註 1) と深く関わっているとみてよかろう。また、口緑部は隆線や微降起線又は沈線によ

リ画されて無文帝となる場合か特に N式に多い。稀な例としては第34図55のように、口唇部外面に

縄文を描転し、その下か無文常となるものかある。しばしば指摘されるように、隆線により文様を

拙出したものか関東北東部的で、沈線によるものが関束南西秤II的であるとすれば、深谷町遺跡の出

-!: 上湘は、両者の折衷的な傾向を,J;していることになり、特に沈線によるものか玲)}JI!していく様—f

が窺われる。

揮文の皿転）j向 U+2 Jをみると加曽利 E式上器は、無紬例外はあるか、胴部文椋幣では）よ本的

に縦転されている。口緑部文様骨｝の繕文は縦転・柚転ともにあるか、「l緑部文様幣での織文の柚転

という手法は加曽利 EI式で既にみられ、した｀いに一般化するようである。 J:I緑部文椋幣の消失後

も、「l緑部で渾文が枇転されるものかしばしばみられ、口緑部文様幣における縄文の横転という『

法か）］外核化したものと名えらiLよう，9

加曽利 E式」灌怜にみられるこうした渾文の施文手法は、文桃日体と密扱に恨lわっている。発生化J

には、柚灯向に展IJfJすることか多い r:1緑/11¥の文様と、縦）j向に爪―Fすることの多いIJ/ii]部の文様に、

繕文のM似方向か規定されたものと名えられる。）j/,i] ,'115での綱文の縦似という手法は、）JI! 位利 EI式

の撚糸文以来の、）JI噌利 E式上器の仏統とも、言えよう。 II緑部文様幣の泊失後は、纏文は判然のよ

うに仝血縦転が）よ本となる。文様も懸爪文、；縦t文の長円形状文、 卜嬬か畢―ドする i他巻状文など、縦

)j向か強く認載されている。深い波状文なども柚）jJ(,」の連続としてよりは、 上下）j向の連続として

の縦の）加l'I生かより強く紅識されたものと品められよう。

しかし）JII骨利 ElV式になると、文様の変化と共に縄文もいl転方向の乱れか著しくなる。こうした

状況になってこそ、言い挽えればf1r噌利 E式の末における文梯の縦）j向の怠識の希薄化かあってこ

そ、称名寺式上謡にみられる文様や施文手法か受容され得たのであろう (ill'3)。

深谷町姐跡の周辺では、，1;,1i之1~逍跡の 1号｛主居跡にみられるように、）JII曽利 EII期には大木式や

怜利式の影籾か色濃いか、 ;JU薗利 EIII期 ・N期ではそうした外的な影脚は希薄となる。深谷町遺跡

も/1¥J様で、綱文を地文として 1条の降線によリ渦巻状の文様を抽いたものに大木式の影粋か、第26

図52などに位利式の影苓限か認められる利度である。仝般的に、他地域からの影粋による要素も）Jf]曽

利E式の文椋l溝成の中に取り込まれ、允分に消化されて安定感のある文梯を拙出している。前辿し

たように出上した土器片数も加曽利 EIII式 ・IV式のものか圧例的に多〈、深谷町逍跡の出t逍物を

もたらした人々は、縄文貼代中期末菜において蚊も安定した状態にあったと批定できそうである。
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加曽利 EIII期 ・N期と称名寺 I期.II期或いは堀之内 I期.II期は圃様の時間的幅を有していたと

は考えり罹く、大規校な移動等も考えられるので、一概に称名寺期に衰退したという表現を用いるこ

とはできない。しかし、深谷市内の南側台地Lの島之L逍跡、出口遺跡、小台遺跡のように称名寺

期の早い段階で消滅したと考えられる遺跡か多くあリ、深谷市遺跡詳細分布調査 (iU:4) において

も多鼠に採集された加曽利 E式土器）『に比べて称名か式上謡片はご〈わすかで、こうした状況に少

なからす対応していることは興味深い。今村啓爾氏か、関東地方の人口か「称名寺式の初叫には最

低レベルに落ち込んだ」（今村 1977) と推定しているのは注日される。

称名か式七鼎についても近年研究か盛んである。複雑にみえるその文様は、下村克彦氏の論名

（下村 1973) により、 J字状文、鈷状文などの）店本的モチーフか、 J店泊纏文によリポジティヴ・

ネガティウに柚出されることにより i翡成されていることが明らかにされた。深谷Ill]逍跡のi廿土上器

でも、崩消羅文による J字状文は第16図102、第27図60、第42図190・194、第43図202、鈷状文は第

16図107などにみることかでぎる。

称名寺式士器にみられる摩消籠文は、）よ本的には中行沈線間に縞文か、沈線の）j向に沿って縦・

横・窟Iめと様々な）j向に回転して施されてしヽる，点で、 JJU曽利 EIII式 ・N式土器とは大ぎな遥いかあ

る。）Jll柏利 EIII式.IV式土料の文梯か縦の）j向付を強く紅識しているのに対し、称名方式L-_器の文

様は、その影苓般によって縦位の構造もかなリ忍識されてはいる 9か、はるかに l蘭i立の似雑な展間を

も容易にしている。称名守式t器では、原体を様々な方向へ同転苔せることによリ施された俯状の

縄文そのものか文様を抽出しているともはえよう。 l認之I一，遺跡11号」こり幻11」二l忍怜のように沈線のな

い幣状縄文のみで文様か柚かれたものや、第41図184のように、口緑部の無文幣を除線で圃し平行

する I玲線か州ドして（この文様形態は不明）降線間か磨消されてはいるか、細かい LR単節の幣状

縄文のみか施きれたものなどは、多分にぷ唆的である。

こうした称名か式I:器の纏文の施文手法は、前辿のように加曽利 EN式にみられる文様の変化と

籠文の回転力向の乱1.Lといった状況かあってこそ、初めて受容さ hえたと名えられるカ，:、その予法

の出自がどこに求められるかはり！『しい。称名、•『式と西日本の中 iド式が密接に関連していることはし

ばしば指摘さ hるところであるか、平行沈線間に）j向を変える沈線に沿って纏文を加l転させる例は

L枕に大木10式にみられる。称名、『式と中ill式の閃係については今村惚雨氏の見/iJ!(o (今村 1977) に

賛成したいが、今村氏は称名—.'1式に対する大木10式の影累ドはあるとしても小さいとされている。し

かしじ記のような綱文の他文手法においては決して無視すべ苔ではないと者えられよう（いI:5)。

称名がII式t灌怜には、平行沈線間に列点が施されたものか多くみられる。深谷町・逍跡では、第26

図57、第42図188、第56図1() • 11などか挙けら｝しる。こうした列），1ょは、平行沈線内に沈線の）j向に沿

って様々な方向へ施された、文様としての）jJ叶性をもった綱文が省略化さ hることにより出現した

ものとみるべ苔であろう。だからこそ列、I訊は、沈線開lにややランダムに施されることもあり、一定

線 j-_に並ぶように施さ I.Lもしたと名えられる。言い挽えれば、称名、り I式にみら iLる他文手法かあ

ってこそ、上に称名がII式にみられる夕lj,1,¥による文様か生じえたのであろう。加曽利 EN式 1-滞に

は、第15図84・85、第38図130、弟56図 6のように、 t:]緑部などに列、,),,:を施す例かしばしばみら h

るか、これは沈線が変挽されたか沈線又は 1硲線を祉j足したものと名えられ、称名か式上器の平打沈
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線間に施された列点とは全〈‘性格を異にするものとみるべきである。称名寺式土器の列点文の発生

の原因は、やはり直接的には他地域の影閻であろうが、今後更に検討か加えられなければならない。

称名寺式――t.器は、文様が複雑化の頂点に対した後、外からの影閻により、施文手法も文様自体も省

略化（単純化）されていったと考えられる。なお、稀にではあるが、沈線間に条線が施された例が

ある。汀戸川台第 I遺跡（中山 1981) には、沈線方向に沿って条線か允痕されたものがあること

は‘注目される。

こうした施文手法と文椋の省略化の方向は更に巡み、列克、まで失われ、堀之内式の粗製土器にみ

られる沈線のみが描かれた単純な文様へ変化していったのであろう。

なお、第27図60と第42図187は、破片のため文様の構追も明確ではないが、理解か困難な上器であ

る。他地域の影粋を認めるべ苔であろうが、或いはもう少し新しい段階のものとみるべきかもしれ

なしヽ。

称名守式に統〈堀之内式上器では、文様は一見その様相をかなり変える。その文様要索からは18

ページのような大別か可能であろうか、 }~IJ 式諭• 編年諭・ 系統論のうえでは更に詳細な分知を必要

とすることは言うまでもない。

堀之内式土乳怜の文様の一つである比令沈線には 3条を 1組としたものか多くみられるが、第43図

230、弟44図232・239などはその明瞭な例であり、第44図233は 3条沈線に枠線が施されたものであ

る。 3条 1糾の沈線は、称名かB貝塚の出こ上例などをみると、今村啓爾氏の指撒j(今村 1977)の

とおり、称名寺式上淵の平行沈線間に一列に並ぶ列、点か沈線に変換されたものであろう。ここにも

施文の作業手Ill([の上での省略化か認められるのではなかろうか。

称名、り式上器の文様と施文手法の省略化(-一がfの哀退ともいえよう）か巡釘してい〈中で、かな

リ異なった要索を行する南東北の渭取 I式の影般漿によって束I梵l束において堀之内 l式か成立し、そ

れとはまた異なった要索（称名が式の文桃と施文手法の省略化は1JLj関束において著しかったのでは

なかろうか）をもって西閃束的な性格の堀之内 I式か成立する、といったー単純な図式が的を得たも

のかは今後の州の検討を待たなければならない。しかし、堀之内式上悩において、地文として繕

文か施苔れるのか束関束的な裳糸であり、地文を施さすに沈線のみによるの力孔iltbJ束的な炭索であ

ることはしばしば指摘さ hる。深谷IHJ追跡では、 I見l東中央部に位附してしヽるという」也J哩的状況にも

よろうか、両者かili'o介している。なお、称名が式からの系講をひ〈沈線のみによる縦位構成のw純

な文様か-J―州かれたものは、神奈川）Jllflの四閃東を中心に分布していることが知られている。深谷町

逍跡てみられるものは、いすれも堀之内式の祈しい段隋で把えられるものであることは注日してお

いてよかろう。

以」こ、深谷IHJi且跡の出士→十器をもとに、加曽利 EIII式から堀之内II式までの土器の文梯の流れを

岱極大まかに追ってみた。）~II 的利 E Ill・N式では、施文丁法を含め文様h灼造に縦）j向の強い、以識か

認めら hた。称名；り式では、平行沈線間に沈線に沿って燭文を様々な）j向に施す手法か怜人され、

文様そのものが質的な変化を遂けた。この手法は、堀之内 I 人で—··IIか彩を沿めるが、堀之内 II 式以

降、よリー層消化されたl清緻な形態をもって盛行する。更に詳細に検jj、Jさiしねばならないか、 }JII曽

利E八と称名ズ『式の間には、上閤点の文様に対する紅識のうえで一つの叫期か見出されるのではなか
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ろうか C

出土した縄文Iii¥'代の石器では、クルミや l、チなどの種子とともに磨石が非常に多く出土したこと

が注目されよう。報文中に記載したのは凹みを有したものか多いが、機能面を重祝して磨石と記し

た。他に凹みをもたない磨石も多崖に出士したが、紙数の都合で省略せざるを得なかったことをお

断りしておぎたい。これらの磨石をみると、形態や石質、使用股などにより、いくつかのタイプに

分類することかで苔る。用途等による使い分けなどが枡定で苔そうだか、今後の検討に委ねたい。

古瑣時代の逍構は、第 1号構状追柚と第 2号上坑のみである。両者は細い溝状逍桃で繋っており

第 2号土打公は第 1号溝状逍構に付属した逍構と考えられる。第 1号溝状遣柚は、木製励や稲穂の一

部が出上したことにより、水稲耕作に関連した水路跡とみて間違いなかろう。出上土謡はごくわす

かであるか、従来いわれる和泉式土器と考えられる。当地においても古屈m『代中期頃、大規校な灌

漑農耕が行われていたことをぷす乳重な証拠である。第 1号溝状遺構の士層断面を観察すると、月l

没した後に再利用するといった経過かo忍められる。この水路が当地において重要な機能を果たして

いたものとぢえられる。

深谷町遺跡の発JJ:il)謁介の成果をもとに、とりとめのないことを記してぎたが、発枷h凋住のまとめ

の文章としては逍跡の特徴を明ぷしたものにはでぎす、平者の没学を位苓惜した糸青果に終わった。し

かし、この発J屈調杏で得た資料が高い価伯をもつことに変わりはなく、晶兄に様々に利用されるこ

とを切に望む次第である。

発11:1ぶ謁任にあたっては、 I褐東郵政局建築部管理諜長松本享氏、調杞官平岡田氏には、調在期間の

延長や委託契約内容の変更等について格別の御配慮をいただいた。肛〈御礼Jliし」：けたい。

深谷町逍跡の発枷¥;il恥杞の内容を、この報告内で充分衣現しえなかったことは全て 1，名J1J1をjll刈した

9、'ff者の責仔である。現地の発枷iを担当していただいた小川望氏、坂本行弘氏に、御礼とともに刷1/i::

びを巾し上けて結諮としたし‘。

,;t 1 しはしは指摘されるように、磨消繕文には、縄文→沈線→不波部のI如i'jという場介と、沈線→象illi文（允屈縄

文）という場介かあるか、ここては1ム義の紅味てmいた。

,ll 2 」［しくは縄文のI原体の皿似方向てあるか、川雑なため以後も糸illi文の縦虹といったF.現をJIJいた。

,U: 3 JJII'位利 E式t器には、渦巻状の文様に沿って繕文原体を 1リトfa、させたものかみられるか、最末期のものを除い

て大木式の影料を受けたと名えられるものてある。

吐 4 昭和56年度 ・57年度に丈施。 il/l,11tct体は深谷市教行委員会。

;； t 5 大木10式にみられるこうした手法は、大木 9式のいわゆるコ字：1人文などに合わせて縄文の施文手法か変化し

ていったものであろう，9

引用文献 (f記以外の参名文献府は紙数の都令で省略せざるを行なかった。御［水即いたい。）

今村臀 f:I~ 「称名、'i'式I.器の研究」 『名， i,- 学雑，＇如第G3在第 1 サ• 第2り 1977 

靴森健一•他 「削昂.,I砧之L:・,'i',11・ 芝山」 埼I、児遺跡発掘調介報四節12比 1977 

I、村兒彦 「称名か式じ器の，・忍1,了ここ態」 r埼 E考占., 第11り 1~73 

谷JI彪他 「縄文中期L器町の内編」 埼 Ji県）'lli,'成文化財，謁介巾業1-Jj紀裳 19B2 

中山青秀 「r笈リ，u介叫I1liffr1 Iii合第 I追跡」 iUilll合第 I遺跡，V/,1令会 1981 
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写 真 図版





第 3号川跡出土木製杓子・

赤彩土器



図版 1

1. 批隣区全景（北より）

2. 第 1号）II跡の発掘潤査風原



3. 第 1号Ill跡遺物出土状態(1)

4. 第 1号川跡遺物出土状態(2)



図版3

5. 第3号川跡 （西から）

6. 第 3号川跡土層断面



図版4

7. 第 3号川跡遺物出土状態

8. 第3号Ill跡木片等出土状態



図版5

10. 第3サ川跡木製杓子：II土状態



図版 6

11. 第1・3号川跡の閥査風景

12. 第1・3号川跡赤色愉彩土器出土状態



,_,_、-
13. 第 1・3号川跡の足場状の遺構



図版8

• 3サHI跡石棒出土状態

16. 第l・3号川跡丸木舟状木製品出土状態



図版9

17. 第 1号土砿遺物出土状態



図版10



図版11

Zl. 第 1号川跡出土土器(1)



図版12

． 

’
 

22. 第 1号川跡出土土器(2)



図版13
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23. 第 1号川跡出土石器



図版14

24. 第 3号川跡出土土器(1)



図版15
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25. 第3号川跡出土土器(2)



図版16
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26. 第 3サ川跡出土石盛



図版17

27. 第 1・3号川跡出土土器(1)



図版18

28. 第 1・3号川跡tH土土器(2)



図版19

29. 第 1・3号川跡出土土器(3)



図版20
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30. 第 l・3号）II跡出土土器(4)



図版21
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31. 第 l・3サJI!跡出土t器(5)



図版22

32. 第 1・3号川跡出土石器(1)



図版23
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33. 第 1・3号川跡出土石器(2)



図版24

34. 第 1号土J広出土土器
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35. 第 1号溝状遺構流入土器



図版25
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36.)L木舟状木製品

37. 縄文時代川跡出土魚骨



図版26

38. 縄文時代川跡出土種子（上段左クルミ ・右トチ）



図版27

39. 古墳時代木製品(1)

40. 古坑時代木製品(2)



図版28

41. 古tft時代木製品(3)
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42. 古tft時代出土稲穂
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